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産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

|

|

成

立

か

ら

統

合

へ

|

|

千

葉

修

一
、
課
題
の
限
定

二
、
産
業
組
合
連
合
会
の
変
遷
の
概
観

三
、
産
業
組
合
連
合
会
の
成
立

付
産
業
組
合
連
合
会
の
指
導
方
針

伺
成
立
期
の
産
業
組
合
連
合
会

回
、
産
業
組
合
連
合
会
の
統
合

付
産
業
組
合
法
改
正
と
連
合
会

同
小
規
模
連
合
会
の
統
合
過
程

五
、
小
括

一
、
課
題
の
限
定

日
本
に
お
け
る
協
同
組
合
発
達
の
特
質
を
、
連
合
組
織
の
展
開
と
い
う

視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
課
題
で
あ
る
。
一
般
に
協

《
ノ

I
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

同
組
合
は
、
他
の
協
同
組
合
(
同
種
・
異
種
い
ず
れ
も
〉
と
の
連
結
を
、(

l

)

 

そ
の
経
済
的
カ
能
拡
大
の
有
力
な
手
段
に
し
て
発
展
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

本
稿
で
は
、
連
合
会
の
形
成
を
通
じ
て
、
協
同
組
合
が
地
域
的
な
ら
び
に

全
国
的
に
結
集
し
て
い
く
過
程
を
考
察
す
る
。

戦
前
期
日
本
の
産
業
組
合
(
協
同
組
合
)
は
、
主
に
農
村
に
お
い
て
普

及
し
、
特
に
農
業
問
題
が
深
刻
化
す
る
大
正
・
昭
和
期
に
そ
の
組
織
・
事

業
を
拡
大
し
、
農
村
金
融
・
商
品
流
通
の
重
要
な
担
い
手
に
成
長
し
た
の

で
あ
っ
た
。
産
業
組
合
法
公
布
(
明
治
三
三
年
日
一
九
O
O年
)
か
ら
、

約
四
O
年
に
わ
た
る
こ
の
発
展
過
程
の
中
で
、
産
業
組
合
は
全
国
中
央
機

関
|
|
道
府
県
機
関
1

1
単
位
組
合
と
い
う
、
整
然
た
る
三
段
階
の
系
統

組
織
を
全
中
巾
町
村
に
張
り
め
ぐ
ら
せ
た
。
こ
の
体
制
は
戦
後
の
農
業
協
同

組
合
に
も
基
本
的
に
受
け
つ
が
れ
る
。
現
在
の
系
統
農
協
の
三
段
階
制
問

題
の
検
討
に
あ
た
り
、
産
業
組
合
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
論
稿
が

出
現
し
て
い
る
の
も
、
こ
こ
に
理
由
が
あ
る
。
こ
の
点
は
最
後
の
小
括
で

ふ
れ
る
が
、
本
稿
の
視
点
に
も
関
わ
る
基
本
的
論
点
を
あ
ら
か
じ
め
列
挙

し
て
お
こ
恒
つ
。

① 

明
池
畑
大
正
期
の
産
業
組
合
連
合
会
は
区
域
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ

ル」、
同
じ
時
期
の
系
統
組
織
の
発
展
は
、
行
政
と
密
着
し
て
い
た
こ
と
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
期
(
戦
後
農
協
も
含
め
て
〉
の
系
統
組

織
と
比
較
す
れ
ば
、
地
方
連
合
会
・
単
位
組
合
の
自
由
度
が
高
か
っ

② ③ 

五



《
ノ
i
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

た
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。

(
2〉

か
つ
て
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
産
業
組
合
系
統
組
織
の
発
展
過
程

は
、
こ
れ
ま
で
産
業
組
合
の
通
史
や
中
央
機
関
の
発
達
史
に
お
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
断
片
的
あ
る
い
は
概
説
的
な
記
述
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
産
業
組
合
連
合
会
の
個
別
分
析

が
、
資
料
的
制
約
と
方
法
の
未
確
立
の
た
め
に
進
ま
ず
、
そ
の
実
態
が
不

(
3
〉

(

4

)

明
な
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
(
酪
農
・
蚕
糸
関
連
の

研
究
は
存
在
す
る
が
特
殊
性
が
強
い
)
。

今
一
つ
の
理
由
は
、
産
業
組
合
連
合
会
の
展
開
を
全
国
的
な
ら
び
に
地

方
的
に
総
括
す
る
た
め
の
統
計
的
整
理
ゃ
、
政
策
・
法
律
と
の
関
連
の
究

明
な
ど
が
十
分
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
産
業
組
合
系
統
組
織

発
展
の
画
期
を
、
第
一
に
産
業
組
合
中
央
会
・
同
聯
合
会
(
本
稿
で
は
連

合
会
と
表
記
す
る
)
の
法
制
化
(
明
治
四
二
年
目
一
九
O
九
年
)
、
第
二

に
産
業
組
合
中
央
金
庫
・
全
国
購
買
組
合
連
合
会
の
創
設
(
大
正
二
一
年

日
一
九
二
一
二
年
)
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
前
回
の
拙
稿
は
不
完
全
な
が
ら
、

第
一
の
画
期
ま
で
を
検
討
し
た
。
今
回
は
そ
れ
以
降
、
全
国
連
合
会
の
設

立
前
後
の
時
期
ま
で
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

前
出
拙
稿
の
一
応
の
結
論
は
、
①
法
制
化
以
前
に
は
、
系
統
組
織
の
任

務
た
る
指
導
・
普
及
活
動
と
事
業
の
連
結
活
動
と
が
宋
分
化
な
ま
ま
、
②

全
国
的
な
系
統
体
制
の
完
成
が
早
急
に
要
求
さ
れ
て
い
た
。
③
第
二
次
産

五

業
組
合
法
の
改
正
は
、
信
用
組
合
連
合
会
の
法
認
を
主
眼
と
し
、
④
先
駆

(

5

)

 

的
な
連
合
組
織
の
形
成
を
踏
ま
え
て
実
現
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
諸
点
は
本
稿
で
は
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一

に
、
指
導
・
普
及
組
織
と
し
て
確
立
さ
れ
る
産
業
組
合
中
央
会
・
同
道
府

県
支
会
・
郡
部
会
は
、
連
合
会
の
設
立
・
運
営
を
産
業
組
合
発
展
の
重
要

な
課
題
と
し
て
認
識
し
、
こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
産
業
組

合
中
央
会
は
、
自
ら
が
全
国
連
合
会
的
な
機
能
を
一
定
程
度
果
た
し
て
い

ノ、、。
第
二
に
、
全
国
連
合
会
設
立
の
基
盤
と
な
る
地
方
連
合
会
の
普
及
は
、

政
府
も
急
ぐ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業
種
類
C
と
に
キ
メ
細
か
い
指
導
を
行

な
う
。第

三
に
、
発
展
が
目
覚
ま
し
か
っ
た
の
は
信
用
組
合
連
合
会
で
あ
り
、

政
策
的
農
業
金
融
に
お
い
て
、
信
用
組
合
は
勧
銀
・
農
銀
の
特
殊
銀
行
系

列
か
ら
徐
々
に
独
立
し
て
い
く
。

第
四
に
、
全
国
連
合
会
設
立
の
前
段
と
し
て
、
連
合
会
の
連
合
会
設
立

(
加
入
)
が
法
認
さ
れ
る
(
大
正
一

O
年
の
第
四
次
産
業
組
合
法
改
正
)

が
、
こ
れ
は
、
形
式
的
に
は
郡
区
域
連
合
会
に
よ
る
県
区
域
連
合
組
織
の

結
成
と
し
て
、
先
駆
的
事
例
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
全
国
連
合
会
設
立
後

の
地
方
連
合
会
の
整
備
に
対
し
て
も
、
こ
の
法
改
正
は
影
響
を
与
え
た
の

で
あ
る
。

本
稿
の
特
徴
は
、
郡
・
数
郡
区
域
の
連
合
会
の
変
遷
に
注
目
す
る
点
で



玉

第 l表産業組合連合会の変遷

(明治43)IC*lE4 )IC大正9)[(大正l仰和5)[(昭和10い5)
1 1910|lm l l勾O|lmll m | 1 9 3 5 1叩

総 数 I 13 1 72 1 155 1_ 2oo_~ぺ 151 1 250* 

兼 信 11 58 86 80 65 48 49 
営

阪 9 27 79 113 121 115 173 合
む 購 5 35 110 153 121 90 176 

事 計 幸リ 2 17 23 41 166 

信 3 30 35 33 33 30 20 

業 阪 2 3 6 4 18 18 24 

購 5 26 36 20 4 

:1'IJ l 27 

種 信 販 3 4 4 4 2 

信 購 10 15 12 6 

阪 購 6 37 72 66 46 29 
類

阪 華リ 2 5 12 27 

購 軍リ 2 23 

)J1j 信販購 3 13 30 22 15 11 6 

阪購利 3 B 22 67 

信販購利 2 5 6 6 20 

その他 4 3 2 

区
府県を越す 3 3 3 5 4 6 3 

府 県 2 24 41 57 100 98 85 
域

郡を越す 2 10 11 29 27 lヲ 71 
)J1j 

郡 6 35 100 109 54 28 91 

相|有限責任 13 I 54 I 1ωI 132 I 123 I 21 I 

面|保証責任- I 18 I 48 I 68 I 62 I 130 I 247 

注(1) 農商務省『産業組合要覧』より作成.全国連合会は除<. 

(2) 事業種類は信用・販売・購買・刺用(生産)をそれぞれ信・販・購・利と

略記した.

(3) 事業種類別の小計欄は兼営のものを重複算出している.

(4) *は各欄の合計値と必ずしも一致しない.



および連合会加入組合数の変遷

合 購 買 組 合 生 産 ( 利 用 ) 組 合

加入率 総 数|連合会加入数|加入率 総 数|連合会加入数|加入率

14.9 6，086 290 4.8 1，280 23 1.8 

20.3 7，457 1，103 14.8 1，673 29 1.7 

36. 7 9，821 3，987 40.6 2，448 255 10.4 

49.4 10，924 5，438 49.8 4，358 1，516 34.8 

80.8 10，292 8，562 5，376 1，588 29.5 

104.5 12，588 12，372 98.3 9，973 4，230 42.4 

116.3 13， 742 15，701 114.3 13，126 11，263 85.8 

五
回

あ
る
。
こ
れ
ら
の
小
規
模
連
合
会
は
昭
和
初
期
に
一
旦
は
消
滅
し
た
。
そ

の
実
態
と
存
立
の
意
義
の
解
明
は
、
資
料
的
制
約
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
小
規

模
連
合
会
の
展
開
史
は
、
産
業
組
合
連
合
会
の
運
営
の
試
行
錯
誤
の
過
程

を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
の
約
半
数
の
府
県
で
は
、
そ
れ
が

府
県
区
域
連
合
会
の
定
着
に
対
し
て
軽
視
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
た
の

で
あ
っ
た
。
本
稿
が
「
成
立
か
ら
統
合
へ
」
を
副
題
と
す
る
の
は
、
郡
-

数
郡
区
域
連
合
会
の
族
生
か
ら
、
府
県
区
域
連
合
会
に
よ
る
そ
れ
ら
の
統

合
に
至
る
過
程
を
、
系
統
三
段
階
制
の
確
立
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
と
し
て

理
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
次
の
ニ
以
降
で
は
信
用
・
販
売
・
購
買
・
生
産
(
大
正
一

O
年

以
降
は
利
用
)
事
業
の
連
合
会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
信
連
・
販
連
・
購
連
・
生

連
(
利
連
)
と
略
記
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

越える場合もある.

注
(

I

)

那
須
倦
・
東
畑
精
一
『
協
同
組
合
と
農
業
問
題
』
(
改
造
社
、

昭
和
七
年
)
、
一
ニ

O
O
t
一ニ

O
一
頁
参
照
。

(

2

)

拙
稿
「
初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て
」
(
司
農
業

総
合
研
究
』
第
三
六
巻
第
二
号
、
昭
和
五
七
年
四
月
)
、
玉
三

頁
参
照
。

(

3

)

大
高
全
洋
『
酪
連
史
の
研
究
』
(
日
本
経
済
評
論
社
、
昭
和

五
四
年
)
は
、
管
見
の
限
り
で
、
最
も
詳
細
か
つ
本
格
的
な
産

業
組
合
連
合
会
の
個
別
研
究
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
視
角
は



事業別に見た産業組合数

率|総

14.4 

33.8 

53.4 

85.2 

101.9 

102.1 

107.2 I 

典拠は第 l表と同じ.全国連合会は除く.兼営含む.

複数の連合会に加入する組合は重複算出されるから，加入率(9のが 100を

連合会加入組合数には未調査の連合会の分は含まれない.

第 2表

組

613 

1，039 

2;584 

4，063 

6，760 

12，444 

15，776 

売

数|連合会加入数

4，109 

5，110 
7，032 

8，226 

8，366 

11，905 

13，563 

販合

入

用組

数|連合会加入数|加

7，736 I 1， 113 

9， 738 I 3， 287 

11，901 I 6，354 

12，880 I 10，ヲ71

12，104 I 12，331 

12，931 I 13，201 

13，430 I 14，402 

信

総

大正 l年

4 

9 

14 

昭和5

10 

15 

「
協
同
組
合
の
株
式
会
社
へ
の
転
化
」
で
あ
る
(
『
向
上
書
』
、

三
三

t
三
四
頁
参
照
)
。

(

4

)

組
合
製
糸
の
代
表
た
る
群
馬
の
南
三
社
(
碓
氷
社
・
甘
楽
社
・

下
仁
田
社
)
に
あ
っ
て
は
、
産
業
組
合
化
の
当
初
か
ら
連
合
組

織
で
あ
っ
た
。

研
究
業
績
は
前
掲
拙
稿
、
五
四
頁
参
照
。
最
近
の
も
の
で
は
、

田
中
雅
孝
「
昭
和
恐
慌
下
に
お
け
る
産
業
組
合
製
糸
」
(
『
地
方

史
研
究
』
第
三
四
巻
第
三
号
、
昭
和
五
九
年
六
月
〉
が
あ
る
。

(

5

)

前
掲
拙
稿
、
七

O
t
七
一
頁
参
照
。

=
、
産
業
組
合
連
合
会
の
変
遷
の
概
観

ま
ず
第
l

、
2
、
3
表
に
よ
っ
て
、
産
業
組
合
連
合
会
の
発
展
を
概
括

し
て
お
く
。
表
出
の
始
点
た
る
明
治
四
三
年
(
た
だ
し
第
2
表
は
別
)
は
、

連
合
会
法
認
の
翌
年
で
あ
る
。
要
点
を
四
つ
に
し
ぼ
ろ
う
。

①
総
数
は
大
正
末
期
ま
で
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
年
間
約
一

ot二

O
の
増
加
で
あ
っ
た
。
大
正
一
三
年
に
一

E
ピ
l
ク
を
迎
え
た
(
二

O
五
)
後
、
減
少
に
転
ず
る
。
底
を
打
っ
た
の
は
昭
和
九
年
三
四

一
)
で
、
そ
の
後
再
び
増
加
し
、
昭
和
一
五
年
に
は
二
五

O
に
達
し

た。

② 

事
業
種
類
別
に
四
つ
に
分
類
し
て
み
る
と
(
兼
営
の
も
の
は
重
複

算
出
)
、
大
正
初
期
ま
で
は
信
連
が
多
か
っ
た
が
、
大
正
中
期
か
ら

購
連
が
急
速
に
伸
び
て
ト
ッ
プ
に
立
つ
。
昭
和
初
期
に
は
利
連
以
外

注(1)

(2) 
(3) 

五
五



信
計 10 24 34 3ヲ 48 49 31 49 15 47 

単 蛍 3 I 19 II 25 9 31 2 31 1 I 30 
用

兼 営 7 5 23 14 39 18 29 18 14 17 

阪
計 B 2 24 10 68 17 83 47 62 59 25 

単 営 1 2 5 4 10 6 7 5 
売

兼 営 7 22 9 63 17 79 37 56 52 20 

購
言十 l 4 5 30 18 ヲ3 26 115 50 60 53 18 

単 営 6 2 24 4 30 10 7 
買

兼 営 4 5 24 16 69 22 85 40 53 52 18 

生(華Ij
言十 8 7 10 10 20 9 

単 営
産)周

兼 営' B 7 10 9 20 9 

25 

種

典拠は第 l表と同じ.

未調査のものがあるため，合計値は第 l表と一致しない.

注(1)
(2) 

五
六

は
減
少
傾
向
を
た
ど
る
が
、
そ
の
中
で
販
速
の
比
重

が
高
ま
る
。
昭
和
一

0
年
代
に
至
る
と
、
販
・
購
・

利
達
と
も
撤
増
し
た
。
こ
れ
は
農
村
工
業
の
奨
励
と
、

(

I

)

 

医
療
組
合
の
普
及
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

さ
ら
に
細
分
し
て
み
れ
ば
、
大
正
末
期
ま
で
は
信

連
(
単
営
)
・
購
連
(
単
営
)
・
販
購
連
・
信
販
購
速

が
主
要
な
形
態
で
あ
っ
た
。
昭
和
期
に
入
る
と
、
こ

の
内
の
購
連
・
信
販
購
連
が
減
少
し
て
、
代
わ
り
に

販
購
利
連
が
伸
び
て
く
る
。
な
お
、
信
連
は
道
府
県

数
と
ほ
ぼ
見
合
う
数
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
一
五
年

の
道
府
県
区
域
の
信
連
の
内
訳
は
単
営
が
二

O
、
兼

営
が
二
七
で
、
後
者
が
優
勢
で
あ
っ
た
。

次
に
連
A
口
会
の
所
属
組
合
数
は
(
第
2
表
)
、
信

連
・
購
連
・
販
連
・
生
連
の
順
に
多
く
な
る
。
連
合

会
の
拡
張
も
、
単
位
組
合
の
普
及
と
同
様
に
、
信
用

事
業
が
最
も
著
し
い
。
大
正
中
期
に
は
信
連
の
加
入

率
が
五

O
弘
仰
を
越
え
、
昭
和
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
の

信
用
組
合
舟
田
網
羅
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
次
ぐ
の

が
購
速
で
あ
る
。
加
入
率
で
は
販
連
も
肩
を
並
べ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
販
売
組
合
数
の
増
加
が
遅
れ
て
い

る
か
ら
で
φ

め
る
。
生
連
(
利
連
)
は
連
合
会
数
も
少



③ 
な
く
、
昭
和
初
期
ま
で
停
滞
的
で
あ
っ
た
。

第
l
表
に
一
一
戻
っ
て
区
域
を
見
る
と
、
大
正
末
期
ま
で
郡
区
域
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
は
激
減
し
、
代
わ
っ
て
道
府
県

区
域
の
も
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
昭
和
一
五
年
に
は

郡
を
越
す
(
府
県
区
域
に
は
達
し
な
い
)
も
の
が
急
増
し
、
郡
区
域

の
そ
れ
と
合
わ
せ
て
全
体
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
に
至
る
が
、
こ

れ
は
前
述
の
農
村
工
業
・
医
療
関
連
の
連
合
会
の
増
加
に
起
因
し
て

い
る
。
ま
た
、
府
県
を
越
す
(
た
だ
し
全
国
連
合
会
は
除
く
)
も
の

も
少
数
存
在
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
組
合
製
糸
(
群
馬
県
の
南

三
社
、
神
奈
川
県
の
漸
進
社
)
で
あ
る
。

な
お
、
以
下
で
は
全
国
・
道
府
県
・
郡
(
数
郡
〉
を
そ
れ
ぞ
れ
区

域
と
す
る
連
合
会
を
、
お
の
お
の
全
国
連
・
府
県
連
・
郡
連
と
略
称

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

農
商
務
省
(
農
林
省
)
編
『
産
業
組
合
要
覧
』
に
、
郡
連
を
含
め

た
全
連
合
会
(
た
だ
し
未
調
査
の
も
の
は
除
く
)
の
個
別
デ
l
タ
が

掲
載
さ
れ
る
の
は
、
第
九
次
(
明
治
四
三
年
の
調
査
)
か
ら
第
三
四

次
ハ
昭
和
一
一
年
の
調
査
)
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
連
合

会
の
事
業
種
類
と
区
域
と
の
関
連
を
見
て
み
よ
う
(
第
3
表
)
。
府

県
区
域
以
外
の
「
そ
の
他
」
は
ほ
と
ん
ど
が
郡
速
で
あ
る
。

ま
ず
信
連
は
、
大
正
末
期
に
主
流
が
兼
営
・
郡
区
域
か
ら
単
営
・

府
県
区
域
へ
と
移
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
郡
連
は
激
減
し
て
い
く
。

《
ノ
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産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
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販
連
・
購
遣
の
場
合
は
、
郡
区
域
か
ら
県
区
域
へ
の
転
換
ハ
い
ず

れ
も
兼
営
)
が
昭
和
初
期
に
ズ
レ
込
む
。
以
後
も
郡
連
が
若
干
存
在

し
て
い
る
。

ま
た
生
連
(
利
連
)
は
、
昭
和
一

O
年
頃
か
ら
兼
営
・
府
県
区
域

で
徐
々
に
数
を
増
や
し
て
い
く
。

④
最
後
に
責
任
組
織
形
態
を
見
る
と
(
第
l
表
)
、
昭
和
初
期
ま
で

は
一
貫
し
て
有
限
責
任
が
多
か
っ
た
。
昭
和
恐
慌
後
の
産
業
組
合
拡

充
計
画
の
時
期
ハ
昭
和
八

t
一
五
年
〉
に
、
単
位
組
合
と
同
様
に
保

証
責
任
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
一
一
一
年
以
降

有
限
責
任
は
全
く
姿
を
消
す
。

次
の
三
で
は
、
以
上
見
て
き
た
連
合
会
の
展
開
を
、
そ
の
設
立
方
針
と

地
域
実
態
に
却
し
で
検
討
す
る
。

注
(

l

)

農
林
容
『
第
三
四
次
産
業
組
合
要
覧
』
ハ
昭
和
一
一
年
の
調

査
)
お
土
び
産
業
組
合
中
央
会
『
第
七
回
全
国
医
療
利
用
組
合

及
同
連
会
会
調
査
』
(
昭
和
一
四
年
の
調
査
)
、
同
『
産
業
組
合

ニ
依
ル
農
村
工
業
ニ
関
λ

ル
調
査
』
(
昭
和
一
八
年
の
調
査
)

な
ど
を
参
照
。

三
、
産
業
組
合
連
合
会
の
成
立

]
日
産
禦
組
合
連
合
舎
の
指
導
方
針

産
業
組
合
法
の
第
二
次
改
正
(
明
治
四
二
年
四
月
公
布
、
同
年
九
月
庖

五
七
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行
)
に
よ
っ
て
、
産
業
組
合
の
系
統
組
織
化
は
法
律
的
裏
付
け
を
与
え
ら

れ
た
。
ま
ず
指
導
・
普
及
面
で
は
、
従
来
の
大
日
本
産
業
組
合
中
央
会

(
明
治
三
八
年
三
月
創
立
)
が
社
団
法
人
・
産
業
組
合
中
央
会
に
衣
更
え

し
(
間
四
三
年
一
月
設
立
許
可
)
、
府
県
支
会
も
明
治
四
二
年
の
二
九

(
旧
組
織
)
か
ら
全
道
府
県
へ
の
拡
充
が
目
指
さ
れ
る
ハ
最
終
は
大
正
一

O
年
の
沖
縄
支
会
の
設
立
)
。

一
方
、
産
業
組
合
連
合
会
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
解
説
や
設
立
・
運
営

の
指
導
方
針
の
説
明
が
、
諸
会
合
お
よ
び
雑
誌
等
を
通
し
て
行
な
わ
れ
て

い
く
。
以
下
、
大
正
初
期
ま
で
の
動
き
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
改
正
法
の
説
明
は
、
公
布
直
後
に
開
か
れ
た
第
五
回
全
国
産
業

組
合
大
会
に
お
い
て
、
農
商
務
省
農
務
局
農
政
課
長
・
三
松
武
夫
が
行
な

(

I
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っ
た
。
ま
た
農
務
局
技
手
・
井
上
亀
五
郎
(
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
井
上
貫
外
)

(

2

)

 

は
、
早
く
も
連
合
会
設
立
の
婆
件
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
て
い
る
(
以
下
、

引
用
に
際
し
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
る
)
。

井
上
に
つ
い
て
見
る
と
、
連
合
会
の
法
認
を
「
産
業
組
合
の
発
達
上
一

新
紀
元
を
開
」
く
も
の
と
評
価
し
つ
つ
も
、
「
連
合
会
の
濫
設
も
行
は
れ
、

誠
意
な
き
連
合
会
当
事
者
の
た
め
に
健
全
な
る
組
合
が
其
の
基
礎
を
破
壊

せ
ら
る
〉
も
あ
り
、
或
は
連
合
会
を
設
け
ん
が
た
め
に
、
粗
造
の
組
合
を

濫
設
し
、
或
は
連
合
会
の
活
気
あ
る
事
業
振
を
見
て
組
合
の
着
実
な
る
経

営
法
を
も
ど
か
し
く
思
ふ
な
ど
、
却
で
組
合
の
基
礎
を
危
く
す
る
が
如
き

亦
必
ず
し
も
な
し
と
は
限
ら
ざ
る
な
り
」
と
、
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。

五
八

次
い
で
井
上
は
、
連
合
会
の
区
域
を
定
め
る
基
準
を
八
項
目
あ
げ
る
。

①
産
業
組
合
の
数
、
②
行
政
区
、
③
貨
物
集
散
地
と
の
関
係
、
④
地
理
上

の
関
係
、
⑤
同
業
者
(
銀
行
・
問
屋
・
仲
買
商
な
ど
)
と
の
関
係
、
⑥
産

業
組
合
の
事
業
量
、
⑦
販
路
・
取
引
先
と
の
関
係
、
⑧
当
事
者
の
人
的
関

係
、
以
上
で
あ
る
。
こ
の
内
ど
れ
を
重
視
す
べ
き
か
は
、
事
業
種
類
に
よ

っ
て
異
な
る
、
と
す
る
。

ま
ず
信
連
を
考
え
て
み
れ
ば
②
と
③
が
重
要
に
な
る
。
産
業
組
合
の
監

督
指
導
に
当
た
る
県
庁
・
郡
役
所
(
あ
る
い
は
農
会
)
の
当
局
者
を
連
合

会
の
幹
部
に
据
え
れ
ば
、
公
平
・
穏
当
な
運
営
が
期
待
で
き
る
し
、
社
会

的
信
用
が
厚
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
販
・
購
・
生
連
に
お
い
て
は
、
③

④
⑤
⑦
の
市
場
的
条
件
が
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
「
行
政
区
画
よ
り
も

寧
ろ
実
際
上
の
便
宜
に
従
」
う
べ
き
で
あ
る
、
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

翌
明
治
四
三
年
に
入
る
と
、
農
商
務
省
は
産
業
組
合
連
合
会
の
模
範
定

〈

3
)

款
を
発
表
し
た
。
法
認
の
連
合
会
の
晴
矢
は
兵
庫
県
の
生
糸
販
売
組
合
連

(

4

)

 

合
会
但
馬
共
同
社
(
同
年
二
月
設
立
、
大
正
元
年
八
月
解
散
〉
で
あ
っ
た
。

同
年
玉
月
の
第
六
回
全
国
産
業
組
合
大
会
で
は
、
中
央
会
が
「
産
業
組

合
連
合
会
の
設
立
及
経
営
上
特
に
注
意
を
要
す
る
事
項
如
何
」
と
い
う
議

題
を
提
出
す
る
。
農
商
務
省
技
師
・
有
働
良
夫
は
以
下
の
如
き
「
私
案
」

会
=
示
し
て
い
る
。

第
一
は
設
立
上
の
注
意
で
あ
る
。

①
ま
ず
信
用
組
合
連
合
会
を
設
立
す
る
こ
と
。
他
の
事
業
は
信
連
の



発
展
を
待
っ
て
、
信
連
に
兼
営
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
別
置
す
る
か
、

い
ず
れ
か
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
最
初
か
ら
販
連
・
購
連
を
設
立

す
る
こ
と
も
、
金
融
等
の
支
障
が
な
い
限
り
は
妨
げ
る
も
の
で
は
な

U
 

②
区
域
は
所
属
組
合
が
意
思
疎
通
で
き
る
範
囲
と
す
る
。
信
連
の
場

合
は
「
大
体
に
於
て
先
つ
郡
或
は
数
郡
の
区
域
に
依
る
を
可
な
り
と

認
む
」
。
そ
し
て
区
域
内
の
関
係
組
合
は
な
る
べ
く
全
部
網
羅
す
る

方
針
を
と
る
。

③
組
織
形
態
は
、
有
限
責
任
よ
り
も
保
証
責
任
の
方
が
望
ま
し
い
。

そ
の
理
由
は
、
連
合
会
の
信
用
を
高
め
、
か
つ
経
営
を
慎
重
に
な
ら

し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

設
立
準
備
は
周
到
に
進
め
る
こ
と
。
協
議
会
を
重
ね
る
か
、
ま
た
は

事
実
上
の
連
合
体
を
形
成
す
る
な
ど
の
方
法
を
通
し
て
組
合
間
の
意

思
を
疎
通
し
、
経
営
計
画
を
定
め
た
後
に
設
立
手
続
き
に
着
手
す
る
。

次
に
、
経
営
上
の
注
意
と
し
て
は
、

①
組
合
共
同
補
助
の
精
神
を
貫
徹
す
る
、

②
所
属
組
合
の
実
力
(
事
業
量
、
信
用
程
度
な
ど
)
を
把
握
し
、
そ

れ
に
応
じ
た
事
業
計
画
を
立
て
る
、

③
事
務
所
は
、
所
属
組
合
の
事
務
所
に
適
当
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
併
置
す
る
、

産
業
・
自
治
・
教
育
等
の
諸
機
関
と
連
絡
を
と
り
、
外
部
的
障
害

④ ④ 

《
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に
配
慮
し
て
お
く
、

⑤
中
央
会
に
加
入
し
て
、
そ
の
指
導
・
援
助
を
仰
ぐ
、

(
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と
い
っ
た
諸
点
、
が
あ
げ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
点
で
存
在
す
る
産
業
組
合
連
合
会
は
五
つ
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
府
県
連
合
会
は
東
京
府
信
購
連
の
み
で
、
郡
連

合
会
が
京
都
府
(
与
謝
郡
信
連
)
・
兵
庫
県
(
生
糸
販
連
但
馬
共
同
社
)
に

各
一
、
広
域
連
ム
ロ
会
が
群
馬
県
に
二
(
信
販
連
下
仁
田
社
・
信
販
連
碓
氷

ハ
6
V

社
)
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
上
記
大
会
で
は
、
京
都
府
・
群
馬
県
の
概

況
が
報
告
さ
れ
は
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
府
県
が
連
合
会
未
設
立
で
あ
っ

た
た
め
、
論
議
は
進
ま
ず
、
結
局
次
回
大
会
の
検
討
課
題
と
し
て
残
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

次
の
第
七
回
大
会
(
明
治
四
四
年
四
月
)
に
お
い
て
、
こ
の
「
宿
題
」

は
、
宮
城
県
(
県
信
連
)
・
新
潟
県
(
中
越
信
連
・
中
蒲
原
信
連
)
の
経
験

(
7〉

談
の
披
露
の
後
、
前
年
の
「
有
働
私
案
」
を
中
央
会
の
方
針
と
し
て
採
択

し
て
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
。

(
B〉

他
方
、
行
政
プ
ロ
パ

l
の
方
針
が
第
二
回
産
業
組
合
主
任
官
会
議
(
明

治
四
五
年
六
月
〉
に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
下
岡
忠
治
農
務
局
長
の
開
会
の

辞
で
は
、
産
業
組
合
政
策
の
「
特
に
注
意
す
べ
き
事
項
」
六
点
の
内
に
連

合
会
問
題
を
含
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

第
四
に
は
連
合
会
の
こ
と
な
り
。
各
県
に
於
て
漸
次
連
合
会
も
成
立

し
た
え
将
来
各
種
の
産
業
組
合
を
統
括
す
る
に
比
種
の
連
合
会
は
必

五
九



《
ノ

1
卜
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

要
な
り
と
雌
も
、
其
設
立
に
は
費
用
を
要
す
る
こ
と
も
少
か
ら
さ
る
べ

く
、
事
刀
々
濫
設
は
大
に
注
意
し
、
実
際
必
要
に
迫
ら
れ
て
後
之
れ
を
設

立
す
へ
し
。
唯
此
の
連
合
会
の
成
立
は
必
然
の
勢
に
し
て
、
旦
大
に
必

要
な
り
と
信
ず
、
故
に
設
立
の
必
要
あ
る
に
於
て
は
宜
し
く
之
を
設
立

(

9

)

 

す
へ
し
。

と
、
濫
設
を
戒
め
な
が
ら
も
、
連
合
会
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

当
会
議
の
協
議
の
中
で
は
、
資
力
不
足
の
産
業
組
合
に
対
す
る
金
融
対

(

叩

〉

策
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
信
連
の
設
立
を
推
奨
し
た
外
、
「
連
合
会
の
構

成
及
運
用
に
関
し
特
に
注
意
す
べ
き
要
項
」
を
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
決

定
し
た
。

第
一
に
連
合
会
の
構
成
に
関
し
て
は
、

①
役
員
に
は
、
声
望
が
あ
っ
て
統
率
カ
を
持
ち
、
経
済
事
情
に
精
通

し
た
者
を
選
出
す
る
こ
と
。
職
員
採
用
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
う
こ

シ』、

② 

区
域
は
信
連
は
で
き
る
だ
け
大
区
域
と
し
、
他
の
連
合
会
は
地
方

事
情
の
許
す
限
り
区
域
を
広
げ
る
こ
と
、

組
織
形
態
は
保
証
責
任
が
望
ま
し
い
、

な
る
べ
く
単
営
と
す
る
、

設
立
に
際
し
で
は
地
区
内
組
合
の
過
半
数
の
同
意
を
得
て
お
く
こ

弁
当

③ ④ ⑤ 第
二
に
連
合
会
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

六
O 

所
属
組
合
の
財
産
・
事
業
状
況
の
調
査
を
怠
ら
な
い
こ
と
。
ま
た

銀
行
や
農
会
な
ど
と
の
連
絡
を
密
接
に
し
て
お
く
こ
と
、

②
信
連
に
あ
っ
て
は
、
利
率
に
注
意
し
つ
つ
貯
金
吸
収
方
法
を
考
え

る
こ
と
。
信
用
程
度
表
作
成
に
際
し
で
は
支
会
と
連
絡
す
る
こ
と
、

③
販
速
は
、
商
標
を
設
定
す
る
こ
と
。
加
工
事
業
も
実
行
す
べ
き
で

あ
る
、

① 

販
連
・
購
速
の
事
業
は
な
る
べ
く
普
遍
的
で
あ
る
こ
と
。
運
賃
軽

(

日

)

減
な
ど
輸
送
方
法
に
配
慮
す
る
こ
と
、

以
上
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
行
政
当
局
お
よ
び
産
業
組
合
中
央

会
の
連
合
会
設
立
の
中
刀
針
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
信
連
日
先
行
・
大
区
域
、

販
購
生
連
日
後
続
・
・
小
区
域
、
そ
し
て
い
ず
れ
も
保
証
責
任
組
織
、
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

今
の
点
を
確
認
さ
せ
る
の
が
、
第
九
回
全
国
産
業
組
合
大
会
(
大
正
二

年
五
月
)
に
お
け
る
、
「
信
用
組
合
連
合
会
の
運
用
方
法
如
何
」
と
い
う

(

臼

)

問
題
の
協
議
結
果
で
、
あ
る
。
関
係
項
目
を
三
点
に
ま
と
め
る
。

①
信
連
の
区
域
は
な
る
べ
く
一
府
県
と
す
る
。
事
務
所
は
支
会
の
事

務
所
に
併
置
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

②
各
郡
に
出
張
『
所
ま
た
は
世
話
人
を
置
い
て
各
種
の
便
宜
を
は
か
る
。

③
府
県
割
当
の
低
利
資
金
は
な
る
べ
く
連
合
会
が
引
き
受
け
る
。

大
正
三
年
に
は
、
会
-
国
産
業
組
合
大
会
の
行
事
と
し
て
「
産
業
組
合
連

④ 



合
会
協
議
会
」
が
新
設
さ
れ
、
大
正
一
二
年
(
第
一

O
回
)
ま
で
毎
年
開

催
さ
れ
た
。
第
三
回
協
議
会
(
大
正
五
年
五
月
)
で
は
、
「
販
売
組
合
連
合

会
及
購
買
組
合
連
合
会
の
設
立
及
運
用
に
関
し
注
意
す
べ
き
要
項
如
何
」

に
つ
い
て
、

一
、
区
域
は
通
例
郡
を
標
準
と
す
る
こ
と
、

(ニ
t
五
項
省
略
)

六
、
各
連
合
会
に
於
て
成
る
べ
く
連
絡
を
取
る
こ
と
、

七
、
府
県
を
区
域
と
す
る
信
用
組
合
連
合
会
に
加
入
し
資
金
融
通
及
預

(

日

)

金
の
便
を
得
る
こ
と
、

な
ど
を
決
議
し
た
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
信
連
日
府
県
規
模
と
い
う
方
針
が
明
確
に
さ

れ
、
販
連
・
購
連
日
郡
規
模
が
こ
れ
に
加
入
す
る
よ
う
誘
導
さ
れ
る
の
で

あ
る
。各

府
県
に
お
け
る
設
立
方
針
を
若
干
見
て
お
く
と
、
静
岡
県
の
産
業
組

〈

凶

〉

合
協
議
会
(
明
治
四
五
年
)
や
長
野
県
の
支
会
理
事
会
(
大
正
元
年
、
後

述
〕
が
、
県
信
連
・
郡
販
購
連
の
方
針
を
早
く
に
決
定
し
て
い
る
。
ま
た

福
岡
県
で
は
大
正
八
年
の
産
業
組
合
振
興
計
画
に
お
い
て
同
様
の
方
針
を

打
ち
出
し
た
(
後
述
〉
。

注
(

l

)

「
協
議
会
議
事
録
」
(
『
産
業
組
合
』
第
四
三
号
、
明
治
問
ニ

年
五
月
)
、
一
一
一

i
二
三
頁
参
照
。

(

2

)

井
上
貫
外
「
産
業
組
合
連
合
会
設
立
の
要
件
」
(
『
中
央
農
事

《
ノ
l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

報
』
第
一

O
九
号
、
同
年
四
月
)
、
三
九

t
四
O
頁
参
照
。
弁

上
は
連
合
会
の
区
域
問
題
の
外
、
「
設
立
上
注
意
す
べ
き
事
項

を
列
挙
」
す
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
未
完
の
ま
ま
終
わ

っ
て
い
る

U

(

3

)

『
官
報
』
第
八

O
-
七

t
一
九
、
ニ
二
号
(
間
四
三
年
三
月

一
七

t
一
八
、
二
四
日
)
の
該
当
記
事
お
よ
び
「
産
業
組
合
連

合
会
模
範
定
款
」
(
『
大
日
本
長
会
報
』
第
三
五
一

t
三
、
六
号
、

同
四
三
年
九

t
一
一
月
、
同
四
四
年
二
月
)
、
参
照
。

(
4
〉
「
産
業
組
合
連
合
会
の
現
状
」
(
『
産
業
組
合
』
第
九

O
号、

大
E
二
年
四
月
)
、
六
五
頁
参
照
。
ち
な
み
に
農
商
務
省
農
務

局
編
『
産
業
組
合
要
覧
』
の
第
一

O
次
(
大
正
三
年
発
行

)
t

第
一
四
次
(
同
八
年
)
に
は
、
現
存
の
連
合
会
の
設
立
年
月
・

事
務
所
所
在
地
が
記
載
さ
れ
た
。

(

5

)

「
全
国
産
業
組
合
大
会
」
(
『
産
業
組
合
』
第
五
六
号
、
明
治

四
三
年
六
月
)
、
七
八
頁
参
照
。

(

6

)

注
(

4

)

と
同
資
料
、
同
頁
参
照
。

(

7

)

注
意
を
ひ
〈
の
は
、
信
連
設
立
の
動
機
が
「
成
る
べ
く
良
い

組
合
を
連
合
せ
し
め
て
其
の
連
合
会
の
名
を
以
て
多
〈
の
低
利

資
金
を
借
受
け
、
さ
う
し
て
各
組
合
の
目
方
を
量
っ
て
都
合
よ

く
之
を
分
配
し
て
や
ら
う
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
点
、
そ
し
て

低
利
資
金
の
借
入
に
際
し
で
は
連
合
会
理
事
・
監
事
の
個
人
保

証
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
(
宮
城
県
信
連
)
。

ま
た
、
中
越
信
連
(
一
市
五
郡
区
域
)
の
場
合
、
地
方
銀
行

/、



《
ノ

I
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

を
窓
口
と
し
て
各
組
合
と
金
融
取
引
を
行
な
っ
た
が
、
こ
こ
で

も
連
合
会
役
員
が
個
人
財
産
を
銀
行
に
担
保
と
し
て
差
し
出
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
初
期
の
連
合
会
の
「
信
用
程
度
」
を
表
わ

す
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
(
「
第
七
回
全
国
産
業
組
合
大
会
記
事
」
、

『
産
業
組
合
』
第
六
八
号
、
明
治
四
四
年
六
月
、
六

O
t
六
頁

参
照
)
。

(

B

)

第
一
国
産
業
組
合
主
任
官
会
議
(
明
治
西

O
年
)
で
の
関
係

論
議
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
系
統
化
方
針
」
、
六

0
・
六

三
頁
参
照
。

(

9

)

(

ω

)

「
産
業
組
合
主
任
官
会
議
(
一
)
」
(
『
産
業
組
合
』
第

八
二
号
、
大
正
元
年
八
月
)
、
二
七

t
ニ
入
頁
。
な
お
農
商
務

省
農
務
局
『
第
弐
問
産
業
組
合
主
任
官
会
議
要
録
』
(
大
正
元

年
八
月
)
に
は
、
下
岡
の
演
述
の
最
終
部
分
が
載
せ
ら
れ
て
い

な
L

(
日
)
「
産
業
組
合
主
任
官
会
議
(
ニ
)
」
(
『
向
上
誌
』
第
八
三
号
、

同
年
九
月
)
、
ニ
七
頁
参
照
。

(
ロ
)
「
大
会
議
事
」
(
『
同
上
誌
』
第
九
三
号
、
大
正
二
年
七
月
)
、

八
一
頁
参
照
。

(
問
)
「
連
合
会
協
議
会
」
(
『
向
上
誌
』
第
一
二
八
号
、
同
五
年
六

月
)
、
七

O
頁。

(
川
内
)
『
保
証
責
任
静
岡
県
信
用
組
合
聯
合
会
創
立
二
十
五
年
誌
』

(
同
会
発
待
、
昭
和
一
二
年
)
、
三
六

t
一
ニ
七
頁
参
照
。

ムノ、

同
成
立
期
の
産
業
組
合
連
合
会

産
業
組
合
連
A
ロ
会
の
実
態
を
見
る
前
に
、
そ
の
展
開
の
地
域
差
を
郡
連

の
多
寡
と
い
う
視
点
で
考
察
し
て
お
こ
う
。
各
府
県
に
お
け
る
信
連
と

販
・
購
・
生
(
利
)
連
の
数
を
第
4
表
に
示
す
(
い
ず
れ
も
兼
営
を
含
む
)

0

連
合
会
法
認
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
約
一

O
年
、
二

O
年
が
経
過
し
た
時
点
で
あ

る
。
な
お
、
府
県
連
の
設
立
時
期
の
差
は
闘
の
伺
で
検
討
す
る
。

郡
連
の
偏
在
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
明
治
・
大
正
期
に
お
い
て

同
一
時
点
に
三
以
上
の
郡
連
が
存
在
し
た
府
県
と
、
そ
う
で
な
い
府
県
と

に
分
け
て
、
郡
連
の
設
立
時
期
を
見
た
の
が
第
三

6
表
で
あ
る
。

郡
連
が
多
い
の
は
、
北
関
東
(
栃
木
を
除
く
)
・
北
陸
・
東
海
・
近
畿

(
奈
良
を
除
く
)
・
山
陽
・
九
州
東
部
の
二
四
府
県
で
あ
る
。
郡
連
の
設

立
時
期
は
大
正
後
半
期
に
集
中
す
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
か
な
り
の
数
見

ら
れ
る
。
昭
和
期
は
少
な
く
、
特
に
恐
慌
直
後
の
昭
和
五
l
九
年
は
長
野

県
(
主
に
組
合
製
糸
)
以
外
で
は
設
立
が
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
郡
連
が
少
な
い
の
は
、
北
海
道
・
東
北
・
南
関
東
・
山

陰
・
四
国
(
愛
媛
を
除
く

γ
九
州
西
部
の
二
三
府
県
で
あ
る
。
特
に
東

京
・
鳥
取
・
沖
縄
三
一
府
県
で
は
全
く
郡
連
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
、
注
意

す
べ
き
は
、
東
北
(
福
島
を
除
く

γ
九
州
西
部
(
鹿
児
島
を
除
く
)
に

お
い
て
、
昭
和

-
O年
頃
か
ら
郡
連
設
立
、
が
始
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
の
大
半
は
農
村
工
業
関
連
の
も
の
で
あ
っ
た
。

連
合
会
展
開
の
地
域
差
に
つ
い
て
は
、
四
で
再
び
検
討
す
る
こ
と
に
す



第 4表道府県における事業別・区域別連合会数

1920 (大正9) 1930 (昭和 5)

信 用
販売購買

ir 言十 信 用
販売購買

合 計
生 産 ;flj 用

府県!その他

北海道 l 2(1) 2(1) 

育 森 2 

岩 手 I 2 2(1) 3(1) 

宮 城

手火 回 l 2 2 2 

山 形 2 

福 島 1 2 

茨 城 2 2 2 

栃 木 l 2 

群 馬 l 3(3) 3(3)' 1 3(3) 2(1) 2(2) 4(3) 2(2) 5(3) 2(2) 

埼 玉 1(1) 6 2(1) 6 3(2) 2 3(2) 2 

千 業 2 2 2 

東 京 l l l 

神奈川 1(1) l 1 (1) 1(1) 1(1) 1(1) 2 1(1) 

新 潟 6 6 2 1 

富 山 l 3 3 2 2 2 

右 ]JI 2 3 3 l 2 

福 弁 1(1) 3 1(1) 3 1 (1) 3 2(1) 2(1) 3(1) 

山 梨 2 2 2 

長 野 1 I 2(2) 2 2(2) 4(3) 2 4(3) 

岐 阜 I 2 2 7(1) 2 7(1) 

静 岡 l 2 

愛 知 l 10 10 1 B 2 B 

重 5 6 6 3 ヨ 3 

滋 賀 l 3(1) 3(1) 6 6 

京 都 6 6 4 5 2 5 

ノ、 大 阪 l 3 I 1 3 

兵 庫 2 5 5 3キ 4* 

奈 良 l 2 2 

和 歌山 1 5(1) 5(1) l 2 

，鳥 取 l 3(1) 3(1) 

島 根 I 2(1) 2(1) 

問 山 7 1 9 2 9 1 1 2 6 2 6 



つづき〉

i t言

1920 (大正 9) 1930 (昭和 5)

用
販売購買

合 計 信 用
販売購買

メE33h 計
生 産 利 用

!府県|その他 府県|その他府県|その他府県|その他

広 島

山 口 l 7 7 2 

徳 島 2(1) 3(1) 

香 Jf! 2(1) 2(1) 

愛 媛 5 5 l 5 2 5 

高 知 2(1) 1 (1) 2(1) 1(1) 

福 岡 6 6 1 2 

佐 賀 l 2 2 

長 崎

熊 本 2(1) 3(1) 

大 分 4 4 4 2 

r凸~除 崎 3 2 3 

鹿児島

F中 縄

(第4表
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調査連合会!')('){" I!O/I!¥11rV，..，¥ 1("'1')/0¥1 
総数i39(1) 48(め119(2)問 (8)144(2)111(8)j羽 (2)

注(1) 典拠は第 1:表と同じ.

(2) 信用事業と他の三事業を兼営する連合会は重複算出される.

(3) ( )内は繭糸・牛乳など特定産品に関連する連合会の数である.

(4) *は県購連と県販連およびその合併連合会(県販購連〕を重複算出してい

る.

六
四

る。
次
に
、
成
立
期
の
産
業
組
合
連
合
会
の
事
例

を
、
設
立
の
事
情
、
運
営
の
実
態
、
指
導
方
針

と
の
関
連
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

最
初
は
、
前
述
の
設
立
方
針
に
忠
実
な
路
線

を
示
し
た
長
野
県
の
例
で
あ
る
。

長
野
県
で
は
、
大
正
元
年
一

O
月
の
長
野
支

会
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
連
合
会
設

立
方
針
を
決
定
し
た
。

一
、
信
用
組
合
連
合
会
は
県
一
円
を
区
域
と

し
て
設
立
す
る
こ
と
。

近
時
県
下
各
郡
に
於
て
或
は
一
郡
を
、

或
は
一
一
、
三
郡
を
区
域
と
し
て
設
立
の
計

画
あ
る
が
如
し
と
雄
も
、
信
用
組
合
連
合

会
の
如
き
資
金
の
運
転
の
み
を
事
業
と
為

す
連
合
会
に
在
り
で
は
、
単
に
一
郡
若
し

く
は
数
郡
の
小
区
域
に
於
て
は
、
金
融
繁

閑
の
時
期
略
ぼ
同
一
に
し
て
、
加
ふ
る
に

加
入
組
合
数
も
多
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
果

し
て
需
給
其
の
節
を
保
ち
、
効
果
を
奏
す

る
や
疑
な
き
能
は
ず
、
之
を
本
県
下
全
円



主fi明4h|叩|勺31大lL|昭VJl~正計
茨 城 3 3 

群 馬 4 4 

埼 玉 4 5 10 

新 t烏 5 (1) 7(1) 

富 山 3 4 8 

石 JI[ 3 4 

福 井 3 5 4 

長 野 3 9 

岐 阜 B 10 

静 岡 3 5 

愛 安口 3 3 7 14 

重 6 2 4 13 

滋 賀 7 9 

京 都 3 3 9 

大 阪 2 4 

兵 庫 1(1) 2 4 8(1) 

和歌山 3 3 6 

同 山 4 6 2 13 

広 島 5 7 

山 口 3 4 6 3 16 

愛 媛 3 3 2 9 

福 岡 7 10 

大 分 3 2 5 

宮 崎 5 5 

ハ五

小計|ム(-I)I--~ 回(1)1 20 I 5 I 12 I 192(2) 
注(1) 典拠は第 l表と同じ.

(2) 新潟県の( )内は中越販購生連(第 14表参照)，兵庫県の( )内は但

馬共同社(本文三の←)参照)である(筆者が補充).

(3) 年号は明治 43年を明 43のように略記した〈大正・昭和も同様).



計

北海道 2 4 

青 森 2 4 6 

岩 手 7 7 

宮 域 l 4 5 

手大 回 2 3 5 

山 形

福 島 l 

栃 木

千 葉 3 

東 京

神奈川 2 2 

山 梨 2 2 

奈 良 2 3 

，烏 取

島 根 2 2 

徳 島 2 

呑 )11 

高 知 2 3 

佐 賀 4 5 

長 崎 2 

熊 本

鹿 児 島

?中 縄

主Ti町[大気|大気31大l午|昭弘戸叫

57 30 B 10 4 計 I 4 I 
注.典拠は第 l表と同じ.

六
六

を
区
域
と
す
る
と
き
は
、
加

入
組
合
数
も
全
県
に
普
編
し
、

加
か
も
区
域
の
広
き
金
融
状

勢
の
異
な
る
あ
る
を
以
て
、

資
金
の
需
給
を
調
節
し
得
る

効
果
あ
る
を
以
て
、
敢
て
県

下
一
円
を
区
域
と
せ
ん
と
す

る
所
以
な
り
。

二
、
購
買
組
合
連
合
会
は
県
を

二
分
し
、
南
北
信
各
別
に
設

立
す
る
こ
と
。

(
中
略
)

三
、
販
売
組
合
連
合
会
は
、
生

糸
の
販
売
組
合
を
以
て
、
一

郡
又
は
数
郡
を
区
域
と
し
、

適
応
の
地
方
よ
り
逐
次
に
之

を
設
立
す
る
こ
と
。
但
し
他

府
県
の
連
合
会
に
加
入
し
て

居
る
組
合
は
、
本
県
の
連
合

会
が
成
立
す
る
と
同
時
に
、

既
設
連
合
会
よ
り
は
脱
退
せ



し
む
る
こ
と
。

(
中
略
)

四
、
生
産
組
合
連
合
会
は
当
分
設
立
す
る
の
必
要
を
認
め
ざ
る
こ
と
。

〔

l
)

(
後
略
)

長
野
県
に
お
け
る
産
業
組
合
連
合
会
の
展
開
を
追
っ
て
み
る
と
、
上
記

の
引
用
文
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
最
初
に
郡
規
模
の
信
連
設
立
計
画

が
立
て
ら
れ
た
。
明
治
四
四
年
一
二
月
、
長
野
支
会
西
筑
摩
郡
部
会
の
会

合
に
お
い
て
、
保
証
責
任
西
筑
摩
郡
信
用
組
合
連
合
会
の
設
立
が
協
議
さ

れ
て
い
る
。
連
合
会
長
は
郡
長
と
し
、
出
資
金
一
口
を
三

O
O円
と
す
る
、

な
ど
と
い
っ
た
要
項
が
定
め
ら
れ
、
翌
四
五
年
一
月
に
は
、
郡
内
の
組
合

(
二
六
)
に
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
長
野
県
庁
が
こ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
た
め
、
計
画
は
立
ち

ハ
2
)

消
え
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
県
で
は
明
治
四
四
年
一
一
月
に
「
産
業
組
合

(

3

)

 

及
産
業
組
合
連
合
会
監
督
規
程
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
連
合
会

の
区
域
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
一
年
後
に
、
先
の

長
野
支
会
の
信
連
H
県
区
域
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
西
筑

摩
郡
信
連
不
許
可
の
時
点
で
、
県
庁
が
こ
の
方
針
を
保
持
し
て
い
た
か
否

(

4

)

 

か
は
判
断
し
が
た
い
。

前
に
見
た
よ
う
に
、
四
四

t
五
年
の
段
階
で
は
、
第
七
回
全
国
産
業
組

合
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
有
働
私
案
」
も
、
ま
た
第
二
回
産
業
組
合
主
任

官
会
議
の
決
定
も
、
信
連
の
区
域
を
「
先
つ
郡
或
は
数
郡
の
区
域
に
依
る
」

《
ノ

I
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

と
か
、
「
可
成
大
区
域
制
を
採
る
」
と
言
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
長
野

県
の
よ
う
に
当
初
か
ら
県
区
域
一
本
に
絞
る
の
は
先
駆
的
と
も
い
え
よ
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
前
出
の
井
上
亀
五
郎
(
農
商

(
5
V
 

務
省
技
手
)
が
明
治
四
四
年
七
月
に
長
野
県
庁
へ
転
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。

井
上
は
主
任
官
会
議
に
も
長
野
県
当
局
者
と
し
て
出
席
し
た
。
そ
し
て
大

正
二
年
二
月
の
県
信
連
設
立
に
際
し
て
は
、
そ
の
設
立
趣
意
書
・
定
款
な

ハ
6
)

ど
の
起
案
に
携
わ
る
の
で
あ
る
。

次
に
購
連
は
、
先
の
支
会
方
針
に
基
づ
き
、
信
越
線
・
中
央
線
を
そ
れ

ぞ
れ
基
幹
的
輸
送
路
と
す
る
、
長
野
県
北
部
購
連
・
同
南
部
購
連
が
大
正

一
一
年
一
一
月
に
設
立
さ
れ
た
。
二
つ
の
購
連
を
比
較
す
る
と
(
大
正
六

年
)
、
北
部
購
連
は
一
市
九
郡
を
区
域
と
し
(
事
務
所
所
在
地
は
長
野
市
)
、

所
属
組
合
数
六
三
、
こ
れ
に
対
し
て
南
部
購
連
は
区
域
が
一
市
七
郡
(
松

本
市
に
事
務
所
)
、
組
合
数
三

O
と
な
る
。
売
却
高
で
は
北
部
の
一
一
万

九
千
円
、
南
部
の
二
万
四
千
円
と
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
が
、
前
年
(
大

正
五
年
)
で
は
そ
れ
ぞ
れ
五
万
九
千
円
、
六
万
二
千
円
と
、
逆
に
南
部
が

北
部
を
凌
駕
し
て
い
た
。
取
扱
商
品
の
大
半
を
肥
料
が
占
め
て
い
る
の
が

共
通
点
で
あ
る
。

当
初
の
計
画
で
は
、
両
連
合
会
は
地
区
割
り
を
し
つ
つ
も
、
相
互
協
力

(
7〉

し
て
事
業
を
伸
ば
す
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
組
織

が
別
個
に
存
在
し
て
み
る
と
、
運
営
の
調
整
は
困
難
で
あ
っ
た
。
大
正
七

年
に
至
る
と
両
連
合
会
の
合
併
H
県
一
円
の
購
連
設
立
が
目
指
さ
れ
る
。

六
七



《ノ
l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

同
年
九
月
北
部
購
連
か
長
野
県
購
連
に
組
織
替
え
さ
れ
、
翌
八
年
二
月
南

ハ
8
)

部
購
連
が
こ
れ
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
販
連
で
は
県
購
連
が
販
売
事
業
を
兼
営
し
た
の
が
、
昭
和
六
年

と
、
か
な
り
後
の
時
期
に
な
る
。
大
正
期
は
生
糸
販
売
の
郡
連
二
が
設
立

さ
れ
る
(
大
正
三
年
の
伊
那
生
糸
販
連
龍
水
社
、
同
九
年
の
下
伊
那
生
糸

販
連
)
に
と
ど
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
長
野
県
信
連
設
立
に
際
し
、
関
係
者
は
先
進
地
の
連
合
会

の
視
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
記
録
か
ら
は
、
初
期
の
連
合
会
の
実
態

が
う
か
が
え
る
(
第
7
表
)
。
愛
知
の
県
信
連
と
新
潟
の
郡
信
連
が
、
事

務
所
や
役
職
員
を
県
庁
・
郡
役
所
お
よ
び
そ
の
吏
員
に
依
存
し
て
い
る
こ

治
吋
…
淵

」ーノ、
八

と
が
わ
か
る
。

続
い
て
、
連
合
会
の
経
営
状
況
を
愛
知
県
の
例
で
見
ょ
う
。

大
正
五
年
、
愛
知
県
に
は
五
つ
の
産
業
組
合
連
合
会
が
存
在
し
た
。
う

ち
四
連
合
会
が
郡
区
域
の
も
の
で
あ
る
。
愛
知
県
で
は
、
信
連
川
県
区
域
、

購
販
連
H
郡
区
域
を
方
針
と
し
た
が
、
県
区
域
の
尾
三
信
連
よ
り
二
年
早

く
設
立
さ
れ
た
知
多
郡
連
の
み
は
信
用
兼
営
で
あ
っ
た
。
ま
ず
第
8
表
を

見
る
と
、
県
連
・
郡
連
と
も
事
務
所
・
事
務
員
を
役
所
・
吏
員
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
地
方
行
政
依
存
に
よ
っ
て
、
経
費
負
担

を
軽
減
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

第
9
表
に
よ
れ
ば
、
郡
連
の
所
属
組
合
数
は
二
四

t
四
三
、
平
均
出
資

制t
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第 B表愛知県における連合会の運営(大正5年)

事 務 戸斤 理 事 事 務 員 |設立年

尾三信連|愛知県庁 |近郷在(住の理事が週 1-2回 嘱託(愛知支会主事，無給)， 1明治45年
出動報酬少額〕 専属書記各 l名

知多郡信購販連|知多郡役所 |会長は必要な時に出勤，無イ言販購) 嘱託(郡書記，報酬月 2円)1同 43年
各事業担当理事あり( 報酬

渥美郡購逮 i渥美郡役所 郡書記(渥美郡部会書記を|同 45年
兼ねる〕

東春購連|東春井郡役所(大曾根駅付近に従) 会長が毎日出勤(若干の報酬) 書記 2名(郡より給料補助)1大正3年
たる事務所あり

碧海郡勝販連|碧海郡役所 会長が万事を処理 郡書記僅，郡長)会技術員(勤|同 4年
務手当少

注.全国爾郎「愛知県の連合会概況(上))(W産業組合』第133号，大正5年11月)， 35-36頁上り作成.

尾三信連 明治45年 5月 249 403 2∞ 17，403 1，960 111，589 lヲ4，036 324，987 

知多郡信購販連 同 43年12月 33 56 2∞ 7，476 598 19，627 7，892 35，593 

渥美郡購連 同 45年 4月 43 47 2αコ 2，217 455 2，673 

東春購速 大正 3年 l月 24 67 2αコ 2，680 12 17，308 20，α)() 

碧海郡購販連 同 4年 3月 34 51 lC氾 1，020 2 3，632 4，654 

第9表愛知県の連合会の資金構成(大正 4年)

I ill!: ft ~ Jl IrJT .fUlil- ~l l:I:l Ilf J:j I!I: I時 l口 l 資 金 構設立年月|所属組合数|出資口数| 額 、済出資金|諸積立金|借入金|貯

〉

一

計

門
一竺成一

U
E

合計 3831 似仰61 乱0271 152， 1561 201，9271 387，906 

注(1) 金田爾郎「愛知県の連合会概況(中)J(W産業組合』第134号，大正5年12月)， 26頁による.

(2) 資金構成は年度末残高である.

4くキミ



主X訟¥|年内借 入 高 | 年 末 現 在 高 1

日本勧業銀行 35，∞oI 123， 103 I年 5分 3厘・ 5分 B厘・ 7分 3厘

尾三信連 4，290 I 5，C∞|日歩 2銭 3厘(年B分 4厘〉

普 通銀 行 9，512 I 1，501 I同 2銭 4厘(年 B分 B厘〉

個人その他 1，632 I 1， 132 I I可 2銭 4厘〔年自分 B厘〉

| 5 0，434 I 130，735 I 
注.第 9表主同資料， 28頁による.

〈単位・円〉

率

愛知県の連合会の資金借入先(大正4年〉

手IJ

第 10表

言十辺、
口

口
数
は
一

t
二
で
あ
る
。
資
金

構
成
で
は
払
込
済
出
資
金
・
積

立
金
と
も
ま
だ
低
額
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
た
め
、
信
連
で
は
貯

金
、
販
購
連
で
は
借
入
金
に
対

す
る
依
存
度
が
高
い
。

借
入
先
を
見
る
と
(
第

ω

表
)
、
勧
銀
か
ら
の
低
利
資
金
、

臨
時
の
産
業
維
持
資
金
が
非
常

に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。

尾
三
信
連
と
普
通
銀
行
を
比
較

す
る
と
、
年
末
残
高
で
は
信
連

が
上
回
る
が
、
年
内
借
入
高
で

は
普
銀
が
二
倍
以
上
の
額
に
な

っ
て
い
る
。

信
用
事
業
を
見
る
と
(
第
日

表
)
、
尾
三
信
連
で
は
貯
金
残

高
が
貸
付
残
高
を
わ
ず
か
に
上

回
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
知
多

郡
連
で
は
貸
付
が
大
幅
に
超
過

し
て
い
る
。
利
率
で
は
郡
連
か

七
O 

相
対
的
に
貸
付
低
利
・
貯
金
高
利
と
な
っ
て
い
る
。
販
購
事
業
と
な
る
と

(
第
ロ
表
)
、
東
春
購
連
の
購
買
(
主
に
肥
料
)
、
碧
海
郡
購
販
連
の
販
売

(
主
に
米
)
が
目
立
っ
て
い
る
。

な
お
注
目
す
べ
き
は
、
購
買
事
業
に
お
い
て
、
四
つ
の
郡
連
合
会
が
大

正
五
年
七
月
に
創
設
し
た
、
大
連
合
組
織
「
有
恒
会
」
が
存
在
す
る
点
で

あ
る
(
後
述
)
。

損
益
計
算
を
見
る
と
(
第
悶
表
)
、
二
つ
の
信
連
で
は
、
信
用
事
業
益

と
事
業
費
と
が
ほ
ぼ
相
殺
し
合
っ
て
い
る
。
販
購
連
の
場
合
は
、
渥
美
郡

連
に
お
い
て
嫡
貿
事
業
益
と
事
業
費
が
措
抗
し
、
東
春
購
連
で
は
、
事
務

所
費
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
四
連
合
会
で
は
雑
益
が
剰

余
金
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
碧
海
郡
連
の
み
は
購
買
利
益

が
少
な
く
、
欠
損
を
生
じ
て
い
る
。

最
後
に
、
埼
玉
・
愛
知
・
岡
山
の
郡
連
の
事
例
と
、
各
県
庁
の
指
導
方

針
を
第
凶
表
に
よ
っ
て
見
て
お
こ
う
。
な
お
当
表
は
、
新
潟
県
の
中
越
勝

販
生
連
が
、
そ
の
設
立
準
備
と
し
て
行
な
っ
た
視
察
調
査
の
報
告
か
ら
、

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

産
業
組
合
中
央
会
(
左
子
清
道
主
事
)
の
方
針
と
、
各
県
の
方
針
、
各

都
連
の
実
態
と
は
喰
い
違
っ
て
い
る
。

ま
ず
組
織
形
態
で
は
三
郡
連
と
も
有
限
責
任
で
あ
り
、
埼
玉
・
愛
知
県
も

こ
れ
を
可
と
し
て
い
る
。
左
子
に
よ
れ
ば
、
産
業
組
合
に
あ
っ
て
は
保
証

責
任
は
無
限
責
任
と
比
較
し
て
設
立
手
続
き
が
簡
単
で
、
し
か
も
有
限
責



第 11表愛知県の信連の事業(大正4年〕
(単位円〉

A 
c 

124，229 I 107，779 I 103，992 I 128，016 I 54，494 I 147，613 I 90，403 I 111，705 I 
(124) 1 (218) 1 (204)<44)1 (138) 1 (105) 1 (145) 1 

金田爾郎「愛知県の連合会概況(下)J(IF産業組合』第135号，大正 6年 l月)， 31-32頁による.

( )内は貸付件数または貯金口数， < )内は一部償還の件数を示す.
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第 12表愛知県の販購連の事業(大正4年)
(単位門〉

購 買 事 業 阪売事業

前年度末現在高| 本年仕入高 | 本年売却高 |本年末現在高| 購買利益

知多郡信購販連 8，684 8，684 

渥美郡購連 12，132 15，453 3，322 

東 春 購 連 769 33，488 32，::!75 3， 140 1，159 

碧海郡購販 連 12，030 11，639 478 87 32，520 31，847 
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40，531 

注.第11表と同資料， 33-34頁による.
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防
(
回
)

(
日
)

任
よ
り
も
外
部
の
信
用
が
高
い
と
い
う
こ
つ
の
理
由
か
ら
、
奨
励
す
べ
き

組
織
形
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
大
里
忠
一
郎
ハ
埼
玉
県
主
事
)
に
よ
れ
ば
、

保
証
責
任
は
有
限
責
任
と
比
較
し
て
手
続
き
が
煩
演
で
あ
る
。
し
か
も
外

部
資
金
借
入
に
際
し
て
役
員
の
個
人
保
証
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
共
通
で

あ
る
か
ら
、
保
証
・
有
限
責
任
と
も
外
部
信
用
に
大
き
な
差
は
認
め
ら
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
有
限
責
任
が
便
利
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
こ

(
u
d
)
 

と
を
、
以
前
に
金
回
爾
郎
(
愛
知
県
主
事
)
も
述
べ
て
い
る
。

k
p
w
品

C
-

口
可
叶

日
。
ゅ-小一-

K
V
]

一叫品

Mg
一-
Y
呂
田
少
可
申

-C心
咽

亡"....， 
にJ司

-wm
一一
日
吐
∞

、J
C心

出
資
金
額
に
つ
い
て
も
、
左
子
の
一
口
小
額
・
多
数
出
資
と
い
う
方
針

は
、
埼
玉
・
愛
知
県
に
お
け
る
、
自
己
資
金
増
強
の
た
め
の
一
口
高
額
化

と
い
う
現
実
と
対
立
す
る
。
岡
山
県
の
吉
備
郡
連
で
は
一
口
が
小
額
で
あ

る
も
の
の
、
平
均
出
資
口
数
は
愛
知
県
の
碧
海
郡
連
に
劣
っ
て
い
る
。

金
融
関
係
で
は
、
三
一
県
と
も
郡
事
業
連
の
県
信
連
へ
の
加
入
を
方
針
と

し
た
。
実
際
に
融
通
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
に
は
、
県
信
連
出
張
所
の
郡

連
へ
の
設
置
が
必
要
、
と
さ
れ
た
。
愛
知
県
碧
海
郡
連
の
場
合
、
県
信
連
の



出
張
所
は
「
事
実
ハ
一
ノ
郡
信
用
組
合
連
合
会
ノ
体
ニ
シ
テ
県
信
用
組
合

ハ
ω)

連
合
会
ハ
大
連
合
会
ノ
状
況
ニ
ア
ル
モ
ノ
〉
如
」
き
状
態
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
岡
山
県
に
あ
っ
て
は
、
信
連
の
県
連
一
本
化
と
い
う
当
初
の
方
針
は

崩
れ
、
郡
連
も
信
用
兼
営
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
郡
連
の
自
己
充
足

欲
求
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

購
販
事
業
で
も
、
左
子
の
委
託
主
義
と
は
裏
腹
に
、
見
越
買
取
主
義
が

相
当
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
委
託
主
義
の
み
で
は
事
業
が
伸
び
な
い
か
ら

で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
見
越
主
義
は
価
格
変
動
に
よ
る
損
失
を
こ
う
む
る

危
険
性
を
苧
ん
で
い
た
。
事
実
、
入
間
・
碧
海
郡
連
は
欠
損
を
計
上
し
て

い
る
(
第
ぬ
表
)
。

そ
の
他
、
郡
役
所
と
の
密
接
な
関
連
は
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

郡
農
会
も
経
費
補
助
(
入
間
郡
連
)
や
共
同
販
売
の
開
拓
(
吉
備
郡
連
)

と
い
っ
た
形
で
、
連
合
会
の
設
立
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。

注
(

1

)

大
里
忠
一
郎
『
長
野
県
産
業
組
合
史
』
第
二
編
(
長
野
県
農

業
会
発
行
、
昭
和
一
一
一
年
)
、
一
八

t
一
九
頁
。

(

2

)

(

3

)

『
同
上
書
』
第
一
一
締
(
昭
和
二

O
年
)
、
六
八
八

t
六

九
O
頁
、
お
よ
び
六
七
九

t
六
八
一
一
良
参
照
。

(

4

)

『
向
上
書
』
、
六
九

O
頁
に
は
「
本
県
の
方
針
は
大
体
に
於

て
信
用
組
合
連
合
会
は
県
を
区
域
と
し
、
郡
の
区
域
の
設
立
は

認
め
さ
る
こ
と
L

な
り
居
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
時
点
が

明
ら
か
で
な
い
。

《
ノ

l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

(

5

)

『
向
上
書
』
、
五
九
六
頁
参
照
。

(

6

)

『
保
証
責
任
長
野
県
信
用
組
合
聯
合
会
二
十
五
年
誌
』
(
周

会
発
行
、
昭
和
一
三
年
)
、
一
頁
参
照
。

(

7

)

大
星
前
一
掲
書
第
二
編
、
七

O
、
七
九
、
八
二
、
二
五
六
頁
参

照。

(

E

)

南
部
購
連
内
に
は
商
連
合
併
に
対
し
て
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
長
野
文
会
が
県
下
各
組
合
に
県
購
連
加
入
を
勧
誘
し

た
時
点
で
、
反
対
論
は
鳴
り
を
ひ
そ
め
た
と
い
う
(
『
同
上
書
』
、

二
五
七

i
二
五
八
頁
参
照
)
。

す
)
「
何
故
に
連
合
会
が
保
証
責
任
を
排
し
て
有
限
責
任
を
採
る

や
と
い
ふ
問
題
は
、
机
上
の
論
と
し
て
は
重
大
な
る
も
の
に
精

速
な
か
ら
う
が
、
(
中
略
)
有
限
責
任
と
す
る
も
保
証
責
任
と
す

る
も
五
十
歩
百
歩
の
こ
と
で
、
結
局
余
り
手
続
の
面
倒
で
な
い

方
が
玄
し
い
と
い
ふ
、
極
め
て
単
簡
な
考
よ
り
斯
の
如
く
な
っ

た
も
の
で
、
責
任
を
回
避
す
る
と
い
ふ
が
如
を
考
は
、
決
し
て

毛
頭
微
塵
も
な
い
の
で
あ
る
。
」
(
金
田
爾
郎
「
愛
知
県
の
連
合

会
概
況
ハ
上
)
」
、
『
産
業
組
合
』
第
一
三
三
号
、
大
正
五
年
一
一

月
、
三
四
頁
)
。

(
川
)
『
創
立
十
五
周
年
記
念
誌
』
(
新
潟
県
販
売
購
買
利
用
組
合

連
合
会
発
行
、
昭
和
一
一
年
)
、
一
八
頁
。
こ
の
報
告
に
つ
い

て
は
『
年
史
六
十
年
の
あ
ゆ
み
』
(
新
潟
県
経
済
農
協
連
合
会

発
行
、
昭
和
五
六
年
)
、
二
四
頁
以
下
も
参
照
。

七



方 針 と 実 態 ( 大正9年)

知 県 | 岡 山県 |新潟県

碧海郡購販連 i県 庁|吉備郡信購販連|中越販購生連

有限責任. 任
員

責
役

証
は

保
入

(
借
主

任
金
証

責
資
保

限
も
人

有
で
個

有限責任.

一口400円.

営兼業事用信円
の

不
連
可

通
業
許

融
事
を

の
郡
営

連
'
兼

信
で
用

県
滑
信

，
連
滑

は
業
円

通
事
ら

融
郡
か
・

の
を
て
た

連
所
い
つ

信
張
置
な

県
出
に
に

中越信連と提携する
か，または信用兼営
とする.

口
問
分
庫

商
当
倉

る
は
業

す
〕
農
.

動
ど
.
売

変
な
い
競

が
料
な
の

格
肥
わ
米

価
(
扱
で

)
あ
は
け
・

料
も
時
避
る

肥
引
却
を
す

(
取
売
乱
と

心
物
合
境
場

中
先
組
の
相

越
'
-
人
密

見
で
り
商
秘

は
寅

で
越

み
見

の

'

義
り
由

主
あ
自

託
障
も

委
支
取

会
商

恒
は

宥
売

は
販

入
米
札

購
.
入

料
り
の

肥
よ
人

独立した事務所 1 ;事務所は郡役所に
(安城駅付近〉あ|置く.会長は郡長
りか，所 属 組 合 の 有
大正 4年 設立 力者.主事は郡勧

業係が勤める.

同左.
郡書記が理事を兼
ねる.大正 2年設
立の契機は郡農会
の陸軍に対する麦
共同販売.

事務所は 3年後に郡
役所から独立する.
大正10年設立予定.

第 15表郡購販連の事業と損益(大正9年〕
(単位・円)

購買額と | 販売額と 1"""*"-1""...."-1差引| |総益金|総損金|主要品目 | 主要品目 1 "O.== 1 "c.，..= 1 :剰余金

入間郡購販連(埼玉県)1 212， 381(肥料)1 36，648(大麦)1 4，0321 60，5621 "56，530 七

碧海郡購販連(愛知県)1 170， 187(肥料)1341，227(米麦)1 9，0781 18，5931 " 9，515 四

吉備郡信購販連(岡山県〉い06，303(肥料)1 68， 882(米〕

注(1) ~産業組合要覧』より作成.

(2) "は赤字を示す.



郡 連 合 会 の 指 導

産業組合中央会

(左子清道〉
県庁(大里忠一郎)1入間郡購販連 県庁〈金田爾郎〉

有限責任は外部 保証責任は手続 有限責任. 有限責任が民意

組織形態
に対する信用が が煩瑛.有限責 に投合する.
弱い.保証責任 任と信用に皇室な
が可. し.

l一一
一口氏コ円が適

出資金額 て，口数を多く にするため，円ー 当.
する. 口300-500

県信連の融通は 郡事業連の信用
連に加入して， 速の従たる事務 不十分.その事 兼営が便利だが，

金融関係
融通を受けるの 所を置かせる. 務所設置を交渉 県の方針は信連
t.>:官1. 中. =県区域.県信

連の出張所を郡
事業連に置く.

絶対に委託主義. 委託主義厳守で 注文買から見越|経営は大腿にす
肥料仕入は中央 は不振見越主 買へ.各組合が ベく，見越買取

購販事業 会を利用するの 義では危険あり， (各連駅合に会倉が庫補建助設〕 主義をとる. 有
が安全. 折衷主義とする. 恒会(用大.連合会〉

を幸1

郡長が顧問，郡 同左.
郡役所と 産業組合主事補 大里忠一郎が奨
の関係， が実務，所属組 励して大正 6年
設立事情 合の有力者が役 に設立，初年度
tJ:.とf 員. 経費は郡農会が

負担.

第 14表

新潟県販購利聯『創立十五周年記念誌.IC昭和11年)， 11-20頁より作成.
中央会・県庁は指導方針，中越連合会は設立方針を示す.

注(1)
(2) 

回
、
産
業
組
合
連
合
会
の
統
合

同
産
業
組
合
法
改
正
と
連
合
会

大
正
期
の
産
業
組
合
法
改
正
は
、
次
の
二

点
で
系
統
三
段
階
制
を
準
備
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

(

a

)

第
三
次
改
正
に
お
け
る
信
連

の
債
務
保
証
の
新
設
、

(

b

)

第
四
次
改
正

に
よ
る
連
合
会
の
連
合
会
(
全
国
連
合
会
)

の
法
認
で
あ
る
。

ま
ず
(

a

)

か
ら
考
察
し
よ
う
。
産
業
組

合
法
第
三
次
改
正
(
大
正
六
年
七
月
公
布
)

は
、
信
用
組
合
に
関
す
る
新
規
定
を
そ
の
主

な
内
容
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
貸
付
目
的
の

拡
張
(
生
活
資
金
)
、
貯
金
預
か
り
対
象
の
拡

大
(
組
合
員
家
族
、
公
共
団
体
、
非
営
利
法

人
)
、
市
街
地
信
用
組
合
(
員
外
貯
金
、
単

営
)
の
新
設
、
信
連
の
債
務
保
証
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
時
期
の
重
要

な
政
策
課
題
で
あ
っ
た
中
小
工
業
金
融
対
策

の
一
環
と
し
て
、
政
府
の
諮
問
機
関
・
経
済

調
査
会
(
大
正
五
年
四
月
設
置
)
が
素
案
を

七
五



《
ノ
I
ト
》
産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

(

I

)

 

示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
そ
の
効
果
は
都
市
・
工
業
者
の
産
業
組
合
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
農
村
の
そ
れ
に
も
新
た
な
発
展
の
契
機
を
与
え
た
の
で
あ

る。
信
連
の
債
務
保
証
の
法
認
に
は
、
特
殊
銀
行
(
勧
銀
・
興
銀
・
拓
銀
・

農
銀
)
が
行
な
っ
て
き
た
産
業
組
合
・
産
業
組
合
連
合
会
貸
付
に
信
連
を

介
在
さ
せ
て
、
そ
れ
を
促
進
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
系
統
金
融
三
段
階
制
の
形
成
過
程
に
お
け
る
、
こ
の
時
期
の

位
置
づ
け
を
、
特
殊
銀
行
系
列
か
ら
の
独
立
と
い
う
視
点
で
ま
と
め
て
お

P

ぇ、。
産
業
組
合
と
政
策
金
融
機
関
た
る
勧
銀
・
曲
演
銀
・
拓
銀
と
の
金
融
関
係

の
展
開
は
、
四
つ
の
画
期
を
も
っ
。

(
2
)
 

最
初
は
農
銀
か
ら
産
業
組
合
へ
の
無
抵
当
定
期
貸
付
(
明
治
三
三
年
三

月
の
農
工
銀
行
法
改
正
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
農
銀
の
資
金
不
足
と
、
産

業
組
合
貸
付
の
リ
ス
ク
の
た
め
に
伸
び
な
か
っ
た
。

第
二
の
画
期
は
勧
銀
の
産
業
組
合
貸
付
の
開
始
で
あ
る
(
明
治
四
三
年

四
月
の
日
本
勧
業
銀
行
法
改
E
Y
農
銀
の
親
銀
行
が
こ
の
分
野
に
乗
り

出
す
。
こ
の
場
合
、
農
銀
が
中
間
に
介
在
す
る
(
代
理
貸
付
)
方
法
と
、

〔

3
)

産
業
組
合
中
央
会
の
仲
介
に
よ
る
直
接
貸
付
の
方
法
と
の
こ
つ
が
あ
っ
た

が
、
初
め
は
前
者
の
方
法
が
多
く
取
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
勧
銀
|
|
農

銀
|
|
産
業
組
合
と
い
う
系
列
が
形
成
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
貸
付
資
金
の

七
六

大
半
は
大
蔵
省
預
金
部
の
低
利
資
金
(
明
治
四
四
年
よ
り
産
業
組
合
も
そ

の
融
資
対
象
に
入
れ
ら
れ
た
)
で
占
め
ら
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の

時
期
、
農
業
金
融
の
生
産
的
性
格
が
弱
ま
る
と
と
も
に
、
勧
・
農
銀
の
自

行
資
金
は
農
外
貸
付
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
画
期
、
が
、
前
述
の
信
連
を
介
在
さ
せ
た
勧
銀
の
産
業
組
合
貸
付

の
開
始
で
あ
る
。
先
に
見
た
勧
銀
貸
付
で
は
、
ま
ず
農
銀
代
理
貸
付
の
場

合
は
、
農
銀
の
産
業
組
合
貸
付
に
対
す
る
終
始
一
貫
し
た
消
極
的
姿
勢
が
、

そ
の
発
展
を
妨
げ
て
い
た
。
ま
た
、
産
業
組
合
中
央
会
の
仲
介
方
式
の
場

合
も
、
事
務
の
煩
雑
さ
が
障
害
と
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
着
目
さ
れ
た
の
が
、
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
信
連
を
利
用

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
掲
第
お
表
に
よ
れ
ば
、
府
県
区
域
の
信
連
は
大

正
五
年
ま
で
に
過
半
(
二
七
)
の
府
県
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。

産
業
組
合
法
改
正
案
の
議
会
審
議
か
ら
、
こ
の
点
に
関
連
す
る
論
議
を

拾
っ
て
お
こ
う
。
政
府
委
員
・
道
家
斉
(
農
商
務
省
農
務
局
長
)
の
答
弁

(

4

)

 

に
よ
れ
ば
、
「
連
合
会
ハ
個
々
ノ
組
合
ヨ
リ
ハ
確
実
ナ
モ
ノ
」
で
あ
り
、

「
銀
行
ノ
方
カ
ラ
申
シ
テ
モ
、
各
組
合
ノ
一
々
小
サ
ナ
モ
ノ
エ
貸
付
ス
ル

ト
云
フ
コ
ト
ハ
随
分
煩
雑
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
、
之
ニ
連
合
会
ト
云
フ
モ
ノ

ガ
保
証
ニ
立
ツ
ヲ
得
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
ト
、
貸
方
ノ
方
ニ
於
テ

(

5

)

 

モ
甚
ダ
便
利
デ
ア
」
る
、
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
信
連
が
信
用
保
証
の
手

(
6
)
 

数
料
を
取
る
の
で
、
借
手
の
資
金
コ
ス
ト
は
上
昇
す
る
。

こ
の
法
改
正
を
受
け
て
、
第
三
回
産
業
組
合
主
任
官
会
議
(
大
正
六
年



九
月
)
は
、
信
連
の
債
務
保
証
へ
の
注
意
点
と
し
て
、
資
金
の
用
途
は
主

に
産
業
資
金
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
長
期
の
債
務
は
避
け
る
べ
き
こ
と
な
ど

(

7

)

 

を
決
め
た
。

大
正
六
年
以
降
、
勧
銀
は
産
業
組
合
貸
付
に
際
し
、
「
一
括
し
て
直
接

信
用
組
合
連
合
会
に
融
通
す
る
か
(
信
連
が
又
貸
し
す
る
1

1

引
用
者
)
、

ま
た
は
:
:
:
連
合
会
の
保
証
貸
付
(
債
務
保
証
と
債
権
取
立
て
を
行
な
う

(
B〉

|
|
引
用
者
)
と
す
る
」
方
法
を
と
っ
た
。
上
記
の
ニ
方
法
の
内
、
前
者

(

9

)

 

〔
勧
銀
|
|
信
連

i
l産
業
組
合
と
い
う
ラ
イ
ン
〉
が
多
か
っ
た
の
で
、

(

m

)

 

そ
の
限
り
で
は
第
三
次
産
業
組
合
法
改
正
の
意
義
は
や
や
小
さ
く
な
る
。

と
は
い
え
、
従
来
の
農
工
銀
行
の
役
割
を
信
連
が
代
行
す
る
に
至
っ
た
と

い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
改
正
は
系
統
金
融
組
織
発
展
の
一
ス
テ
ッ
プ
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
第
四
の
画
期
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
産
業
組
合
中
央
金
庫
法

の
制
定
(
大
正
一
二
年
)
に
よ
っ
て
産
組
中
金
|
|
信
連
|
|
産
業
組
合

と
い
う
、
組
合
独
自
の
体
系
が
完
成
し
た
時
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
勧
銀

の
産
業
組
合
貸
付
も
年
賦
貸
付
に
お
い
て
、
昭
和
六
年
の
産
業
組
合
中
央

金
庫
法
改
正
ま
で
存
続
す
る
。

以
上
の
変
化
を
、
特
殊
銀
行
お
よ
び
系
統
機
関
の
産
業
組
合
貸
付
額

(
構
成
比
)
の
変
遷
で
確
め
た
の
が
第
凶
表
で
あ
る
。
な
お
、
誤
解
を
避

け
る
た
め
に
付
言
す
れ
ば
、
産
業
組
合
の
資
金
借
入
先
は
特
殊
銀
行
と
系

統
機
関
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
無
論
な
い
。
ま
た
、
特
殊
銀
行
は
産
業

《
ノ

l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

特殊銀行と系統組織の産業組合貸付の構成比
(単位:%，千円〉

特 殊 銀 イ'丁ー !系統組織一~4北海道| ー|信用組|

合 計

直接 1代理工銀行拓殖銀小計合中央合連合小計
〈金額〉

貸 付貸付 金庫会

24.1 0.5 ; 92.7 7.3 7.3 l∞ .0(4，585) 

3 I 9.4! 59.5 17.6 0.6 87. 1 12.9 12.9 100.0 ( 7，365) 

5 12.5 58.0 10.5 1.0 82目 O 18.0 18.0 100.0 ( 8，904) 

7 18.8 44.0 8.3 3.8 i 74.9 25.1 25.1 100目 o(t 1，∞5) 

9 21. 8 25.3 13.2 3. 7 64目 O 36.0 36.0 100.0 (23，484) 

II 30.9 I 13.3 4.8 3.2 52.2 47.8 47.8 100.0 (37，428) 

13 3.1 2.6 : 48.8 I 1. 6 I 49.6 I 51. 2 I 100.0 (52，177) 
15 24.3 I 11.6 5. 7 1. 7 i 43.4 I 4.3[52.4 156.61 100.0 e81:ぉ

第 16表
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大蔵省『銀行局年報』および前掲『産業組合要覧』より作成.

特殊銀行の貸付額は年賦・定期償還貸付額の合計である.

勧銀の代理貸付は農銀経由のものである.

注(1)
(2) 

(3) 



《
ノ
l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

組
合
連
合
会
・
単
位
組
合
の
い
ず
れ
に
も
貸
付
を
行
な
う
の
で
あ
る
か
ら
、

信
連
が
そ
の
借
入
金
を
単
位
組
合
に
又
貸
し
す
る
場
合
、
こ
の
表
の
合
計

額
は
二
重
計
算
し
た
値
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
当
表
を
見
て
み
る
と
、
大
正
前
半
期
に

大
き
な
比
重
を
占
め
た
勧
銀
の
代
理
貸
付
(
農
銀
経
由
)
が
、
後
半
期
に

は
大
幅
に
地
位
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
大
正

一
O
年
以
降
は
勧
銀
と
府
県
農
銀
と
の
合
併
の
進
行
が
影
響
し
て
い
る
点

を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。
こ
れ
に
対
し
て
比
率
を
増
大
さ
せ
た

の
は
、
勧
銀
の
直
接
貸
付
と
、
信
連
の
貸
付
け
で
あ
る
。

次
は
(

b

)

の
連
合
会
に
よ
る
連
合
会
の
設
立
(
大
正
一

O
年
四
月
公

布
の
産
業
組
合
法
第
四
次
改
正
)
で
あ
る
。
第
げ
表
に
示
し
た
よ
う
に
、

連
合
会
を
構
成
す
る
組
織
は
、
組
合
法
改
正
の
た
び
に
拡
張
さ
れ
て
い
く
。

す
で
に
第
二
次
改
正
(
明
治
四
二
年
)
で
、
信
連
に
は
販
・
購
・
生
連
が

加
入
し
て
金
融
関
係
を
と
り
結
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

同
種
の
連
合
会
の
重
層
化
(
た
と
え
ば
販
連
の
販
連
へ
の
加
入
V

は
規
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
全
国
連
合
会
結
成
の
法
制

的
裏
付
け
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
西
日
本
で
簸
生
す
る
郡
・
数
郡

区
域
連
合
会
と
府
県
区
域
連
合
会
と
の
関
係
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。

第
日
表
は
、
産
業
組
合
関
連
の
諸
会
議
に
お
け
る
連
合
会
組
織
論
を
フ

ォ
ロ
ー
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
末
以
降
、
連
合
会
の
連
合
会
加
入
(
設

事業別にみた連合会の構成組織

信|販 購 生利

用 売 買 産)用

lz 
合会合会 合会 合会

信用組合連合会 o O O O O O O 

販売 組 合 連合会 O 。
購買 組 合 連合会 ム ム O @ ム ム

生産(利用〉組合連合会 。。。 。。。O 。

第 17表
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注(1) Ii'法令全書』より作成.

(2) 0は第 2次法改正(明治42年)， @は第 4次法改正(大正10年)，ムは第 7

次法改正(昭和 7年〉で，それぞれ加入が認められたことを表わす.



七
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第 18表産業組合関係会議における連合会組J織論

|会議名回 数| 論議のテーマ(提案者〉と結論

明治38年|大: 1 I 連合会法制l化の要請一一可決，建議

39 大:2 I販売購買媒介機関設立の必要(西垣怪短〕一一可決

40 
|主

41 大 4

45 大:8 

6 連 4

7 連 5

8 |支:13 

タ|連:6 

多大:15 

9 連 7

多 | 大 :16 

10 

11 産:2 

連合会法人化の必要(北海道庁〉一一可決

「連合組合」法制j化案(有働良夫)一一可決

郡信連の県信連加入の法認(愛知県j知多郡連合会〉一一建議せ

ず〈県信連への合併が可〉

信連の信連加入の法認(兵庫県支会)一一可決，建議

郡信連の県信連加入の法認(愛知県碧海郡連合会〉一一撤回

連合会の連合会設立の法認(愛知県知多郡連合会ほか 3連合

会〉一一可決，建議

販売・購買・生産の郡連合会の県連合会加入の法認(福井県

支会〉一一可決

連合会の連合会設立の法認一一可決，建議

阪・購・生の連合会の連合会加入の法認，全圏連合会の設立

(岡山県支会和気郡部会〉ー一一中央会で研究

連合会の速合会加入の法認(福井県庁〉一一可決

連合会の連合会設立の法認(愛知県知多郡連合会ほか 5連合

会〕一一可決

販・購・生の連合会の連合会加入の法認(愛媛県支会〕一一可

決，建議

購買の全国連合会の結成(三重県支会)一一中央会で研究

信速の信連加入の法認(愛知県幡豆郡の参加者)

注(1) W産業組合』誌より作成.

(2) 会議名は以下のように略記した.r大 1Jは第 l回全国産業組合役員協議

会の意味である.

大:全国産業組合大会(第4固までは役員協議会)

主:産業組合主任官会議

連: 同 連合会協議会

支:全国支会役員協議会

産:産業組合協議会
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産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

立
)
問
題
か
繰
り
返
し
論
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
愛
知
県
の
郡
連
(
特
に
知
多
郡
連
)
が
し
ば
し
ば
発
議
者
と
な
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。

行
論
の
都
合
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
愛
知
県
の
連
合
会
の
状
態
を
再
び

見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
三
の
同
で
ふ
れ
た
、
愛
知
県
購

買
組
合
連
合
「
有
恒
会
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
組
織
は
産
業
組
合
法
に

規
定
が
な
い
、
連
合
会
の
連
合
体
で
あ
っ
た
。
大
正
五
年
七
月
、
既
設
の

四
郡
連
(
知
多
郡
・
渥
美
郡
・
東
春
・
碧
海
郡
)
が
結
成
し
、
平
田
東
助

〈

H
)

(
産
業
組
合
中
央
会
会
頭
)
が
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
長
は
知
多
郡

信
購
販
連
会
長
で
も
あ
る
内
藤
伝
禄
(
尾
三
貯
蓄
銀
行
頭
取
)
で
あ
っ
た
。

事
務
所
も
知
多
郡
連
に
置
か
れ
た
。
内
藤
は
大
正
七

t
九
年
に
衆
議
院
議

員
を
務
め
、
後
述
の
よ
う
に
産
業
組
合
法
改
正
を
建
議
す
る
の
で
あ
る
。

「
有
恒
会
」
の
事
業
量
は
大
正
九
年
の
時
点
で
、
購
買
額
三

O
万
四
四

0
0円
(
品
目
は
魚
肥
・
大
豆
粕
・
食
料
品
)
、
対
前
年
比
三
三
%
増
、
で

(

ロ

〉

あ
っ
た
。
同
年
、
愛
知
県
内
の
九
つ
の
郡
購
連
の
購
買
額
は
約
五
五
万
五

千
円
で
あ
っ
た
か
ら
、
単
純
に
比
率
を
計
算
す
れ
ば
約
五
五
%
を
占
め
た

こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
第
回
表
に
立
ち
戻
る
と
、
連
合
会
の
連
合
会
設
立
(
加
入
)
の

法
認
要
求
は
賛
同
を
得
、
建
議
も
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
信
連
の
信
連
加

入
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
り
扱
い
に
微
妙
な
も
の
が
あ
っ
た
。
郡
信

連
の
県
信
連
加
入
に
対
し
て
は
否
定
的
で
あ
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

八

O 

第
八
回
全
国
産
業
組
合
大
会
(
明
治
四
五
年
)
で
は
、
郡
信
連
は
県
信
速

に
合
併
す
べ
し
、
と
の
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
後
の

第
一

O
回
大
会
で
は
、
信
連
の
信
連
加
入
(
全
国
連
か
?
)
法
認
を
建
議

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
進
ん
で
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
関
連
論
議
を
検
討
し
よ
う
。
そ
れ

は
三
回
を
数
え
る
。

①
最
初
は
、
大
正
入
年
コ
一
月
の
、
内
藤
伝
禄
(
愛
知
県
選
出
、
憲
政

会
所
属
)
外
一
名
提
出
「
産
業
組
合
法
中
改
正
に
関
す
る
建
議
案
」

を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
建
議
の
内
容
は
、
「
現
行
法
に
於
て
は
産
業

組
合
連
合
会
か
更
に
産
業
組
合
連
合
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
得
す
之

か
為
連
合
会
の
活
動
力
伸
張
せ
す
延
て
産
業
組
合
の
効
果
充
分
な
ら

(

ゆ

)

さ
る
の
憾
あ
る
を
以
て
速
に
法
の
改
正
あ
ら
む
こ
と
を
望
む
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
「
郡
ノ
連
合
会
ヲ
更
ニ
連
合
シ
テ
県

ノ
連
合
会
エ
」
す
る
点
に
あ
っ
た
。

議
員
か
ら
は
小
林
嘉
平
治
(
三
重
県
、
憲
政
会
)
・
土
井
権
大
(
兵

(

川

吋

)

庫
県
、
立
憲
国
民
党
)
ら
の
賛
成
意
見
、
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

政
府
側
は
慎
重
な
態
度
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
副
島
千
八
(
農

商
務
省
農
政
課
長
)
は
、
連
合
会
の
連
合
会
の
必
要
性
を
一
般
的
に

認
め
つ
つ
も
、
た
と
え
ば
信
用
組
合
の
系
統
組
織
に
「
幾
段
モ
階
級

ガ
生
ズ
ル
ト
」
利
輸
が
増
大
し
て
利
子
率
が
上
昇
す
る
と
い
う
問
題

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
信
用
事
業
以
外
で
も
「
成
ベ
ク
中
間
ノ



(
H
M
〉

機
関
ヲ
省
キ
タ
イ
」
と
の
考
え
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

②
次
は
翌
九
年
七
月
の
、
土
井
権
大
外
一
名
提
出
「
産
業
組
合
法
中

改
正
法
律
案
」
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
の
法
案
に
は
信
連
の
信
連
加

入
を
認
め
る
、
と
の
条
文
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
狙
い
も
郡
連
の

(

凶

)

県
連
加
入
の
法
認
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
政
府
側
(
岡
本
英
太
郎
農
務
局
長
)
は
、
類
似
の
改

(
口
)

正
案
が
農
商
務
省
内
で
練
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
土

井
の
提
出
法
案
は
結
局
審
議
未
了
と
な
る
。

③
三
回
目
は
、
政
府
提
出
の
産
業
組
合
法
第
四
次
改
正
案
の
審
議
で

あ
る
(
大
正
一

O
年
三
月
)
。
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
連
合
会
の
重

(

同

〉

層
化
の
規
定
条
文
か
ら
信
連
の
み
を
除
外
し
た
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ

(ω) 

で
も
土
井
権
大
が
、
「
連
合
会
ノ
金
ガ
剰
ッ
テ
他
ノ
銀
行
-
一
預
ケ
ル
」

よ
う
な
余
裕
金
の
系
統
外
流
出
に
対
処
す
る
も
の
と
し
て
、
県
信
連

|
|
郡
信
連
の
系
統
化
を
主
張
し
た
。

政
府
答
弁
は
最
初
の
論
議
(
一
一
年
前
)
の
時
と
同
様
で
あ
っ
て
、

「
段
階
が
多
く
な
り
ま
し
て
:
:
:
利
鞘
が
:
:
:
多
く
な
っ
て
、
結
局

(

却

)

金
を
借
る
人
が
そ
れ
だ
け
金
利
を
高
く
せ
ら
る
〉
」
と
い
う
難
点
を

指
摘
す
る
。
さ
ら
に
信
連
の
場
合
は
販
・
購
連
な
ど
と
異
な
り
、

コ
郡
ヲ
範
囲
ト
ス
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
デ
ナ
ク
、
一
府
県
ヲ
区

域
ト
ス
ル
ト
ヵ
、
状
況
ノ
似
テ
居
ル
数
県
ヲ
区
域
ト
ス
ル
ト
云
フ
ヤ

(

幻

)

ウ
ナ
:
:
:
比
較
的
大
区
域
デ
ア
ツ
テ
造
リ
易
イ
」
の
で
あ
る
、
と
。

《
ノ
l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

ま
た
、
大
蔵
省
が
す
で
に
大
正
六
年
頃
よ
り
練
っ
て
い
た
(
『
農

林
中
金
史
』
第
一
巻
、
三
ニ
七
頁
参
照
)
、
産
業
組
合
中
央
卸
和

(

m品
〉

|
|
信
連
と
い
う
系
統
化
構
想
に
も
抵
触
す
る
。
も
し
信
連
が
重
複

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
各
連
合
会
は
十
分
な
利
鞘
を
確
保
で
き
ず
、(

幻

)

「
此
機
関
ソ
レ
自
身
ノ
存
続
上
、
色
々
ノ
面
倒
ナ
コ
ト
ガ
起
ッ
テ
来
」

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
他
金
融
機
関
と
の
競
争
を
考
え
れ
ば
、
利

子
率
に
は
一
定
の
粋
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
政
府
は
郡
信
連
の
県
信
連
加
入
を
否
定
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
県
信
連
の
集
合
H
全
国
信
用
組
合
連
合
会
結
成
の

道
も
閉
ざ
す
意
味
を
持
っ
た
。

産
業
組
合
法
第
四
次
改
正
か
ら
二
年
を
経
た
大
正
二
一
年
、
産
業
組
合

中
央
金
庫
法
が
制
定
さ
れ
、
産
業
組
合
中
央
金
庫
が
発
足
す
る
。
同
年
、

全
国
購
買
組
合
連
合
ム
一
が
も
設
立
さ
れ
る
。
こ
こ
に
産
業
組
合
系
統
組
織
は

新
た
な
発
展
局
面
を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
以
下
に

見
る
よ
う
に
地
方
連
A
口
会
は
再
編
過
程
に
巻
き
こ
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

注
(

I

)

浅
井
良
夫
「
経
済
調
査
会
に
お
け
る
工
業
金
融
問
題
」
(
『
成

城
大
学
経
済
学
部
創
立
三

O
周
年
記
念
論
文
集
』
、
昭
和
五
五

年
ご
一
月
)
、
三
ニ
ニ

t
三
二
三
頁
参
照
。

(

2

)

『
日
本
勧
業
銀
行
史
』
(
昭
和
二
八
年
)
、
二
六
九
頁
参
照
。

(

3

)

大
正
元
年
九
月
、
中
央
会
と
勧
銀
が
協
定
を
結
ん
だ
(
『
同

上
書
』
、
三
二
四
頁
参
照
)
。
ま
た
「
会
告
」
お
よ
び
「
産
業
組

八



合
に
対
す
る
資
金
仲
介
に
就
き

て
」
(
『
産
業
組
合
』
第
八
九
号
、

大
正
二
年
三
月
、
巻
頭
お
よ
び
一

三

t
一
六
頁
)
参
照
。
ち
な
み
に
、

中
央
会
の
全
国
連
的
業
務
の
開
始

時
期
を
第
円
表
に
示
し
た
。

な
お
、
産
業
組
合
中
央
会
『
日

本
産
業
組
合
史
』
(
大
正
一
五
年
)

に
は
、
中
央
会
の
勧
銀
資
金
仲
介

の
開
始
時
期
が
明
治
四
二
年
と
記

さ
れ
て
い
る
(
三
一
一
四
頁
)
。
し

か
し
、
勧
銀
の
産
業
組
合
貸
付
は
、

明
治
四
三
年
の
勧
銀
法
改
正
に
よ

っ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
は
疑
問
と
せ
ざ
る

を
え
な
い
。

(

4

)

『
第
三
九
回
帝
国
議
会
貴
族
院
産
業
組
合
法
中
改
正
法
律
案

特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
』
第
二
号
(
大
正
六
年
六
月
二
八
日

分
)
、
一

O
頁。

(

5

)

『
向
上
』
第
三
号
(
同
月
二
九
日
分
)
、
一
玉
頁
。

(

6

)

副
島
千
八
(
農
務
局
長
政
課
長
)
は
、
こ
の
対
策
に
つ
い
て
、

勧
銀
の
場
合
は
貸
付
意
欲
が
強
い
の
で
、
信
連
が
利
子
割
引
に

つ
い
て
勧
銀
と
交
渉
す
る
こ
と
も
「
出
来
ナ
イ
コ
ト
ハ
ナ
イ
」

第 19表産業組会中央会による資金・物資の斡旋開

始時期

大正2年 3月|産業組合資金仲介規定(勧銀借入〉

同 3年10月 IJj'産業組合』誌に「物資仲介欄」新設

問 B年 B月|資金利用調査会設置(余裕金運用〉

同 9年 2月 II肥料商況透報」発行

注. Jj'産業組合発達史』第 2巻(産業組合史刊行会，

昭和40年)， 116-126頁および『産業組合』誌より

作成.

八

と
答
え
て
い
る
(
『
衆
議
院
日
本
勧
業
銀
行
法
中
改
正
法
律
案

外
三
件
委
員
会
議
録
(
速
記
)
』
第
二
回
、
同
年
七
月
一

O
日

分
、
二
六
頁
)
。
し
か
し
、
実
際
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
か
、

疑
問
は
残
る
。

(

7

)

「
産
業
組
合
主
任
官
会
議
」
(
『
産
業
組
合
』
第
一
四
五
号
、

大
正
六
年
一
一
月
)
、
三
九
頁
参
照
。

(

8

)

(

9

)

前
掲
『
勧
銀
史
』
、
三
五

O
頁
参
照
。
こ
れ
に
関
し
て
、

『
農
林
中
央
金
庫
史
』
第
一
巻
(
農
林
中
央
金
庫
調
査
部
発

行
、
昭
和
三
一
年
)
は
、
勧
銀
の
産
業
組
合
貸
付
が
「
県
信
速

を
通
ず
る
方
針
」
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
「
県
信
連
・
市
町
村

組
合
と
い
う
系
統
組
織
の
整
備
に
か
な
り
の
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
(
一

O
入
頁
、
傍
点
は
引
用

者
)
が
、
郡
信
連
で
は
な
く
、
県
信
速
を
利
用
し
た
と
い
う
点

の
突
証
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

(

ω

)

や
や
異
な
っ
た
視
点
か
ら
で
あ
る
が
、
佐
藤
寛
次
(
東
京
帝

大
助
教
授
、
産
業
組
合
中
央
会
講
師
)
は
、
信
連
の
債
務
保
証

が
特
殊
銀
行
の
貸
付
に
限
定
さ
れ
て
、
一
般
的
な
債
務
保
証
を

認
め
ら
れ
な
い
点
を
遺
憾
と
し
て
い
た
(
佐
藤
「
産
業
組
合
法

の
改
正

k
農
村
組
合
」
、
『
帝
国
農
会
報
』
第
七
巻
第
八
号
、
大

正
六
年
八
月
、
二
ハ
頁
参
照
)
。

(
日
)
金
田
爾
郎
「
愛
知
県
の
連
合
会
概
況
(
下
)
」
(
『
産
業
組
合
』

第
二
二
五
号
、
大
正
六
年
一
月
)
、
三
四
頁
参
照
。

(
ロ
)
林
忠
太
郎
「
愛
知
組
合
覗
き
(
一
)
」
(
『
同
上
誌
』
第
一
八
五



号
、
同
一

O
年
三
月
)
、
一
五
頁
参
照
。

(
同
)
『
大
日
本
帝
国
議
会
誌
』
第
一
一
巻
(
昭
和
三
年
)
、

九
三
頁

G

(
凶
)
(
日
)
『
第
四
一
回
帝
国
議
会
衆
議
院
農
工
銀
行
法
中
改
正
法

律
案
外
一
件
委
員
会
議
録
(
速
記
)
』
第
七
回
(
大
正
八
年
三
月

二
六
日
分
)
、
二
七

t
二
八
頁
参
照
。

(
凶
)
前
掲
『
議
会
誌
』
第
一
二
巻
(
昭
和
四
年
)
、
四
=
二
頁
参

照。

(
げ
)
『
第
四
三
回
帝
国
議
会
衆
議
院
重
要
物
産
同
業
組
合
法
中
改

正
法
律
案
外
一
件
委
員
会
議
録
(
速
記
)
』
第
二
回
(
大
正
九
年

七
月
二
ハ
日
分
)
、
六

t
七
頁
参
照
。

(
同
)
改
正
法
第
七
六
条
第
二
項
は
、
「
産
業
組
合
連
合
会
ハ
産
業

組
合
文
ハ
産
業
組
合
連
合
会
ヲ
以
テ
之
ヲ
構
成
ス
但
シ
信
用
組

合
連
合
会
ハ
同
種
ノ
事
業
ヲ
行
フ
連
合
会
ヲ
以
テ
:
:
:
之
ヲ
構

成
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
で
あ
る
。

(
ゆ
)
『
第
四
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
産
業
組
合
法
中
改
正
法
律
案

外
一
件
委
員
会
議
録
(
速
記
)
』
第
二
回
(
大
正
一

O
年
三
月
一

一
一
日
分
)
、
四
頁
参
照
。

(
却
)
注
(
凶
)
と
同
資
料
二
六
五
九
頁
(
岡
本
農
務
局
長
の
答
弁
)
。

(
引
)
注
(
円
)
と
同
資
料
、
三
頁
(
戸
田
保
忠
農
務
課
長
の
答
弁
)
。

(
辺
)
向
上
資
料
、
同
頁
に
よ
れ
ば
、
土
井
権
大
は
信
連
重
層
化
の

禁
止
に
つ
い
て
「
或
ハ
大
蔵
省
辺
ノ
反
対
ガ
ア
ツ
タ
ノ
デ
ハ
ナ

ィ
ヵ
、
若
ク
ハ
資
本
家
的
ノ
勧
業
銀
行
ト
云
フ
ガ
如
キ
モ
ノ
ガ

《
ノ
ー
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

妨
害
ヲ
シ
タ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
」
と
憶
測
し
て
い
る
。

(
お
)
『
貴
族
院
産
業
組
合
法
中
改
正
法
律
案
特
別
委
員
会
議
事
速

記
録
』
第
二
号
(
同
年
三
月
一
一
一
ニ
自
分
可
四
頁
(
岡
田
信
・
大

蔵
省
銀
h

付
局
特
別
銀
行
課
長
の
答
弁
)
。

同
小
規
模
速
ふ
国
会
の
統
合
過
程

ま
ず
、
府
県
連
の
設
立
(
既
存
連
合
会
の
兼
営
化
も
含
む
)
状
況
を
見

ょ
う
。
第
却
表
(
特
定
産
品
の
み
に
関
わ
る
連
合
会
は
除
く
)
か
ら
、
信

連
・
購
連
・
販
連
の
順
に
設
立
さ
れ
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
。
府
県
信
連

は
、
産
組
中
金
設
立
の
翌
年
(
大
正
一
三
年
)
ま
で
に
全
府
県
に
普
及
し

た
。
地
域
差
は
さ
ほ
ど
明
確
で
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
府
県
販
連
・
購
連
の
設
立
は
散
発
的
・
断
続
的
で
長
期

に
わ
た
る
。
大
正
八
年
に
小
ピ
ー
ク
が
あ
る
が
、
本
格
化
す
る
の
は
昭
和

期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
特
に
販
連
は
昭
和
八
年
に
よ
う
や
く
全
府
県

を
網
羅
し
た
の
で
あ
る
。
大
ま
か
に
見
て
、
西
日
本
の
諸
府
県
が
先
行
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
全
購
連
設
立
に
先
立
ち
、
大
正
一

O
年
頃
か
ら
西

日
本
ブ
ロ
ッ
ク
で
広
域
連
合
会
(
西
日
本
購
買
組
合
連
合
会
)
を
結
成
す

〈

1
)

る
動
き
が
あ
っ
た
|
|
全
購
連
設
立
に
よ
り
流
産
し
た
ー
ー
が
、
先
に
見

た
郡
遠
の
緩
生
と
ム
ロ
わ
せ
て
、
連
合
会
の
展
開
に
お
け
る
西
日
本
の
先
進

性
の
現
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
第
却
表
で
は
七
府
県
が
府
県
連
の
再
設
立
を
経
験
し
て
い

八



連合会の設立状況

会メL

'" 連合組買購会&. 
'" 逮合組

名県府

l l滋;縄

道計名県府

、，ノ本
帆
院
】
R

A
胴ハ

/‘‘、

島

・
児

賀

手

鹿

佐

岩
、B

J
'

〆也、

6 北海道・東京・長野・静岡・岡山・香川

1(2))島根・(秋田〕・(神奈川〕

3(2)1福島・高知・長崎・(埼玉)・(愛知〕

2 新潟・岐阜

2 奈良・山口

2 石川・兵庫

本〉

静岡・岡山・沖縄

、ノ玉

川

口

福岡

山形・徳島

栃木・群馬

秋田・千葉・福井・山梨・京都・愛媛・大
分

青森・宮城・茨城・神奈川・富山・愛知・
三重・和歌山・熊本・宮崎

埼玉・大阪

-

1

1

内

4

ぺ
4

弓，
a

岡

城・栃木・岐阜・宮崎

弁・京都・兵庫・愛媛・大分

10 

2 

子・宮城・愛知・奈良・和歌山

宝・富山・長野・三重・大阪・
本

奈川・山梨・島根

京

八
四

定).
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第 20表道府県区域

信用 組 合 連 合 会

設立年
道 府 県 名

明治 43年 (1) (東京〉 (1) (栃木)

44 4 宮城・栃木・滋賀・広島

明45・大 l 2(1) 静岡・島根・(愛知〉 滋賀

大正 2 6 長野・岐阜・鳥取・愛媛・佐賀・沖縄

3 6 秋田・福島・埼玉・富山・大阪・香川

4 4 群馬・岡山・山口・鹿児島 鹿児島

5 5(1) 岩手・兵庫・和歌山・徳島・大分・(熊本〉 1(1) 佐賀・(熊

6 3 山梨・奈良・福岡

7 3 青森・茨城・三重

8 2 北海道・東京 4 北海道・

9 神奈川

10 6 山形・新潟・石JI[・高知・長崎・宮崎 1(1)1長崎・(埼

11 福井 2 新潟・番

12 l 千葉 2 鳥取・山

13 3 愛知・京都・熊本 石川

14 

大15・昭 l 2 高知・樋

昭和 2 徳島

3 秋田・茨

4 千葉・福

5 6 青森・岩

6 8 福島・埼
広島・熊

7 4 

B 2 山形・東

注(1) W産業組合要覧』および道府県の産業組合奥・農協史より作成(一部推

(2) 既存の連合会の兼営化も含まれている.

(3) 特定産品(蚕糸・酪重量など〉に関係する連合会は除外した.

(4) ( )内は後に再設立されるものを示す.



《
ノ
l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

る
。
愛
知
県
(
購
連
に
つ
い
て
は
後
述
)
を
除
け
ば
、
郡
連
の
少
な
い
府

県
で
あ
る
(
前
掲
第
6
表
参
照
〉
。
各
県
の
『
産
業
組
合
史
』
等
に
よ
れ

ば
、
栃
木
(
販
連

γ
埼
玉
(
販
購
連
)
・
熊
本
(
信
販
購
連
〉
の
場
合
は
、

経
営
が
行
き
詰
ま
っ
て
解
散
し
た
も
の
で
あ
る
。
秋
田
(
購
連
)
・
神
奈

川
(
購
連
)
に
あ
っ
て
は
、
信
連
が
兼
営
を
廃
止
し
、
後
に
別
組
織
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
東
京
(
信
縞
連
)
・
愛
知
(
信
連
)
で
は
経
営
刷
新
の

た
め
に
改
組
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
郡
連
に
目
を
転
じ
よ
う
。
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
昭
和
期
に

減
少
傾
向
を
た
ど
る
。
こ
れ
を
府
県
連
の
設
立
と
か
ら
め
て
見
た
の
が
第

幻
表
で
あ
る
。
累
年
的
に
郡
連
が
事
業
種
類
別
に
三
以
上
(
長
野
は
例

外
〉
存
在
し
た
二
六
の
府
県
(
三
八
の
府
県
連
合
会
)
を
、
郡
連
の
解
散

時
期
か
ら
次
の
三
つ
に
分
類
し
た
。

①
「
郡
遥
消
滅
型
」
。
こ
れ
は
府
県
連
の
設
立
以
前
か
、
そ
の
直
後

(
一
年
以
内
)
に
郡
連
の
ほ
と
ん
ど
が
解
散
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で

あ
る
。

②
「
郡
連
並
立
型
」
。
府
県
連
設
立
後
も
既
設
の
郡
連
が
存
続
す
る

か
、
ま
た
は
郡
連
が
新
設
さ
れ
て
い
る
も
の
。

③
「
郡
連
散
在
型
」
。
①
②
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
も
の
。

こ
の
内
、
①
②
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

最
初
に
「
郡
連
消
滅
型
」
と
し
て
、
群
馬
(
購
連
)
・
新
潟
(
信
連
)
・

富
山
(
販
購
連
)
・
長
野
(
購
連
)
・
福
岡
(
販
購
連
)
を
と
り
あ
げ
た
い
。

八
ノ、

群
馬
県
の
連
合
会
は
、
大
正
前
半
期
ま
で
組
合
製
糸
南
三
社
(
明
治
四

三
年
に
産
業
組
合
連
合
会
へ
改
組
)
と
県
信
連
(
大
正
四
年
設
立
)
が
あ

る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
、
県
の
誘
導
が
あ
り
、
購
買
組
合

が
普
及
し
て
い
た
東
毛
地
方
に
相
次
い
で
四
つ
の
郡
勝
運
か
設
立
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
ほ
所
属
組
合
が
少
な
く
事
業
量
も
小
さ
か
っ
た
。
し
か

も
郡
役
所
・
官
吏
に
依
存
し
た
運
営
で
、
「
所
属
組
合
の
自
覚
も
亦
不
充

分
で
あ
っ
た
為
:
:
:
大
正
一
五
年
郡
役
所
の
廃
止
:
:
:
を
機
と
し
、
解
散

(
2〉

し
失
敗
の
歴
史
を
作
る
に
至
っ
た
」
。
一
つ
だ
け
残
っ
た
山
田
桐
生
郡
市

購
販
連
も
経
営
が
行
き
詰
ま
り
(
第
辺
表
)
、
昭
和
二
年
か
ら
の
県
購
連

設
立
準
備
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
翌
年
解
散
し
た
。

続
い
て
新
潟
県
の
場
合
は
、
明
治
四
四
年
に
中
越
・
中
蒲
原
・
北
蒲

原
・
南
蒲
原
の
四
郡
信
連
、
さ
ら
に
大
正
二
年
下
越
購
販
連
(
後
に
信
用

兼
営
)
、
同
四
年
ト
ム
越
信
連
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
が
、
中
越
信
連
を
除

け
ば
、
組
合
数
は
二

O
t
四
O
に
過
ぎ
ず
、
「
其
活
動
範
囲
を
制
限
せ
ら

れ
、
資
金
の
繁
閑
を
調
節
す
る
の
機
能
を
欠
き
、
経
営
者
に
し
て
犠
牲
的

(
3
)
 

努
力
を
払
ふ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
」
そ
の
存
立
も
困
難
祝
さ
れ
る
状
態
で
あ
っ

た
。
約
一

0
年
間
活
動
し
た
後
、
大
正
一

O
年
に
合
併
し
て
県
信
連
を
設

立
す
る
。

富
山
県
に
お
い
て
は
、
大
正
六

t
一
一
一
年
に
毎
年
郡
購
連
(
販
売
兼
営

も
あ
り
)
が
設
立
さ
れ
、
全
県
を
網
羅
し
た
(
第
辺
表
)
。
し
か
し
事
業

は
振
わ
ず
、
昭
和
五
年
の
県
購
連
の
設
立
ま
で
に
六
郡
連
が
解
散
し
て
い



八
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第 21表府県連合会の設立と郡連合会の存立

府
解散時期別郡連合会数

県 Aより Aと同年 Aより 2年以上後

名 2年以か前後 l設立がAI設立が 計副
上前 年以内 より前 A以後

群馬 購 3 4 

埼玉 販購(信〉 7 2 9 
郡 新潟 信 大 10 6 6 

富山 購 昭 5 5 7 

連
富山 販版(購購〉 6 3 2 6 
石川 大 13 4 4 
長野

購購阪購購販阪!購( 信阪厩信信購)勝〉) 〉〉

B 2 2 
i肖 三重 日's 5 5 2 B 

三重 6 2 4 

減
大阪 6 3 3 
和歌山 5 4 5 
広島 6 2 2 4 

型 福岡 大 15 2 5 2 9 
大分 販 購 a's 4 4 5 
宮崎 購(版幸1]) 5 3 5 

福井 信 i大 11年 3 3 
福井

購購((信販~ 日直 4 3 3 

郡
岐阜 大 11 2 7 9 
岐阜 販 日召 3 2 6 8 
静岡 購販購(信販〕 大 8

3 ! 
3 4 

連
愛知 E召 5 3 7 13 
三重 信 大 7 5 7 
滋賀 販購(信〉 明 45 9 9 

並
京都 信 大 13 5 7 
京都 販購 昭 4 4 6 
兵庫 購 大 13 3 3 6 

立
岡山信 4 4 3 7 

岡 山 購販販(購購信
B 10 3 13 

広島 〉 明 44 6 6 

型
山口 大 12 11 12 
愛媛 l 販購 昭 4 3 6 10 
大分信 大 5 3 2 5 
宮崎販(利〉 昭 B 4 5 

郡 秋田!購( 販 〉 昭 4年 3 
連 茨城販 3 2 3 
散 茨城 購 己 2 3 
在 兵庫 阪 4 2 3 
型 奈良 購(信〕 大 12 2 3 

注(1) 11産業組合要覧』より作成.

(2) ( )内は兼営事業を示す.



出向|事業種類i所開作l副議| 解散

山田郡・ 年購買未収代金の累積によ
大II 昭 3

群 桐(新生田市郡・〉
販 購 20(大14) 6 る損失，組合の抜買によ

る購買額の減少

組合少ない.適当な専任
，馬

勢田郡 購 II( 13) 12 i大14 2 
者得られず，事業不振

組合の理解が薄い.資力
鶏 15( 13) 12 15 3 

乏しく，事業不振
県

9 ( 1ぺ邑楽郡 購 12 15 3 理事が経験乏しし不熱
心で事業不振

氷見郡
販購利 I:~~ 大 6 昭 4 12 事業不振

東・西砺 7 5 12 県購(版)速の設立
波郡

販購 51( 14) 
富

中新川郡 販 購 18( 11) B 大15 7 資金回収不能による欠損

婦負郡 阪購;f'IJ 26( 14) 9 昭 5 10 県購〈販)速の設立
山

上新川郡 購 20( 14) 10 向上5 ヲ

下新川郡 販購 20( 14)! II 12 15 資金回収不能による欠損
県 射水 郡 購 5 7 県購(販〕速の設立

東・西砺
販利 15(昭 3)昭2 13 II 資金回収不能による欠損

波郡

金融の需後( 給調節できず，
与謝郡 信 17(大 9) 明43 大10 II 預け金銀行銀〕の経由の

み . 丹 産 業 行 の 創 立

京 I

金融恐慌による預〉3，・金事昭務損5失員) 
l 南桑田郡 信販購別 19( 14) 44 昭 6 20 (昭 2，桑船銀特

の不正融資(大l

乙訓 郡 信購 17( 14) 大 2 4 16 預金損失(昭2，村井銀行〉

都 同 上(昭 4，船井銀
|船井郡 信 販 購 24( 14) 5 9 18 行.昭 7，園部銀行・須

知銀行〕

何度 郡 信 販 購 15( 14) 9 8 13 理事の不正行為(昭 8)

府 加佐郡 信 購 17( 12) 10 大12 2 事業不振.府信速の設立

天田郡 信購(版) 27( 14) II 昭 B II 府販購利連との合併

天国郡 販 24(昭 3) 昭 3 6 3 天田郡信購連との合併

注(1) 11上毛産業組合史.!J(昭和4年)， 11富山県産業組合史~ (昭和15年)， 11京都

府産業組合史~ (昭和19年〉より作成.

(2) 区域の( )内は名称に表われないもの，事業種類の( )内は後に兼営

したことを示す.

(3) 事業種類は第 l表に準じて略記した.

(4) 年号は明治43年を明43のように略記した(大正・昭和も同様).
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る
。
残
っ
た
こ
郡
連
も
後
に
欠
損
を
生
じ
て
県
速
に
統
合
さ
れ
た
。

な
お
、
長
野
県
の
購
連
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
三
の
何
で
ふ
れ
た
の
で

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

①
の
最
後
に
福
岡
の
販
購
連
を
見
て
お
く
。
岡
県
庁
は
、
大
正
八
年
樹

立
し
た
「
産
業
組
合
振
興
計
画
」
に
お
い
て
、
信
連
H
県
区
域
、
他
の
事

(

4

)

 

業
連
川
郡
区
域
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
信
用
事
業
の
連
合
組
織
は
、

す
で
に
大
正
六
年
に
設
立
さ
れ
て
い
た
県
信
連
に
一
本
化
す
る
こ
と
と
し
、

郡
連
は
単
位
組
合
の
販
購
事
業
推
進
の
た
め
に
、
そ
の
設
立
が
奨
励
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
唯
一
の
郡
連
で
あ
っ
た
糟
屋
郡
信
購
速
は
、

設
立
(
明
治
四
五
年
)
当
初
か
ら
信
用
事
業
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
大
正

一
一
一
年
に
は
県
信
連
に
移
管
し
、
購
販
連
と
な
っ
た
。

大
正
八
i
一
一
年
に
八
つ
の
郡
購
連
(
販
売
兼
営
も
あ
り
)
が
設
立
さ

れ
た
が
、
第
一
次
大
戦
後
の
慢
性
不
況
の
中
で
は
経
営
は
不
安
定
(
第
お

(

5

)

 

表
)
で
あ
っ
た
。
大
正
一
五
年
の
郡
役
所
廃
止
を
契
機
に
三
連
合
会
が
解
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国
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《ノ
I
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

散
し
、
残
っ
た
も
の
も
「
殆
ト
復
旧
ニ
専
ラ
ニ
シ
テ
概
ネ
自
発
的
積
極
的

ハ
6
〉

活
動
ヲ
企
図
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
気
鋭
ニ
欠
」
け
る
状
態
で
あ
っ
た
。
同
年
県

購
連
の
設
立
と
と
も
に
郡
連
の
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
郡
連
並
立
型
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
日
本
で
は
特
に
少
な
い
。

以
下
、
愛
知
(
販
購
連
)
・
滋
賀
(
販
購
連
)
・
京
都
(
信
連
)
・
岡
山
(
信

連
)
・
山
口
(
販
購
連
)
・
愛
媛
(
販
購
連
)
を
見
て
み
る
。

ま
ず
愛
知
県
で
あ
る
が
、
前
出
の
連
合
組
織
「
有
恒
会
」
は
、
第
四
次

産
業
組
合
法
改
正
後
、
有
限
責
任
・
購
買
組
合
連
合
会
「
愛
知
有
恒
会
」

と
し
て
再
発
足
す
る
(
大
正
一

O
年
一

O
月
)
。
岡
県
で
は
大
正
一
一
年

ま
で
に
一
三
の
郡
購
連
が
設
立
さ
れ
て
い
る
(
第
目
表
)
。
こ
の
内
一
一

の
購
連
に
よ
っ
て
愛
知
有
恒
会
は
構
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
会
は
正

式
に
連
合
会
の
連
合
会
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
三
で
み
た
よ
う
に
、
旧
「
有
恒
会
」
は
大
き
な
事
業
量
を
誇

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
皮
肉
に
も
、
組
織
改
変
後
は
購
買
額
が
激
減
し
、

大
正
一
二
年
に
は
ゼ
ロ
を
記
録
し
た
。
同
年
は
全
購
連
の
設
立
時
期
で
あ

り
、
産
業
組
合
の
流
通
組
織
は
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
。
事
情
は
不
詳
だ

が
、
愛
知
有
恒
会
は
つ
い
に
大
正
二
二
年
一
一
月
解
散
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

県
購
連
消
滅
後
、
郡
連
は
独
自
の
活
動
を
続
け
る
、
が
、
経
営
を
悪
化
さ
せ

る
も
の
も
現
わ
れ
た
。
昭
和
五
年
に
再
設
立
さ
れ
た
県
販
購
連
は
、
小

麦
・
米
の
販
売
経
由
機
関
と
し
て
郡
販
連
の
活
用
を
図
っ
た
。
が
、
昭
和

七
年
の
産
業
組
合
拡
充
五
カ
年
計
画
で
は
、
郡
連
の
整
理
方
針
が
打
ち
出

九
O 

つ(さ
た1れ

翌
/1， 

年
lこ
Ij: 
碧
海
郡
購
販
連
を
除
く
外

郡
連
は
解
散
し
て
し
ま

滋
賀
県
を
見
る
と
、
早
期
(
明
治
四
四
年
)
に
設
立
さ
れ
た
県
信
連
は
、

販
購
事
業
を
兼
営
(
翌
四
五
年
)
し
た
も
の
の
、
実
行
は
で
き
な
か
っ
た
。

県
支
会
は
大
正
一

O
年
に
郡
販
購
遠
の
設
立
を
奨
励
す
る
。
大
正
九

t
一

四
年
に
郡
連
の
制
限
立
は
八
を
数
え
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
年
の
県
下
産
業

組
合
大
会
で
は
、
県
連
の
販
購
事
業
の
推
進
と
郡
連
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
、

〈

8
〉

以
後
郡
速
は
解
散
し
て
い
っ
た
。

京
都
府
の
場
ム
口
は
や
や
特
異
で
あ
る
。
大
正
八
年
支
会
大
会
に
お
い
て

府
信
購
連
設
立
を
決
議
し
た
も
の
の
、
既
存
の
四
つ
の
郡
信
連
は
独
立
性

ハ
9
)

が
強
く
、
合
併
は
困
難
で
あ
っ
た
。
産
組
中
金
設
立
後
よ
う
や
く
府
信
連

が
発
足
す
る
。
郡
連
は
そ
の
後
も
活
動
を
続
け
た
が
(
第
お
表
)
、
金
融

恐
慌
・
昭
和
恐
慌
期
の
地
方
銀
行
の
経
営
破
綻
に
よ
る
預
金
損
失
や
、
役

員
・
事
務
員
の
不
正
行
為
に
よ
る
損
害
な
ど
が
打
撃
と
な
っ
て
解
散
に
追

い
こ
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
(
第
辺
表
)
。

岡
山
県
は
、
中
建
合
会
法
認
以
前
か
ら
郡
連
合
組
織
の
形
成
が
活
発
だ
っ

た
県
で
あ
る
。
県
信
連
設
立
(
大
正
四
年
)
以
前
に
四
、
県
購
販
連
設
立

(
大
正
八
年
)
以
前
に
一

O
の
郡
連
が
存
在
し
た
(
第
お
表
)
。
前
掲
第
は

(

川

)

表
に
も
伺
え
る
よ
う
に
、
県
連
と
郡
連
と
は
「
提
携
意
の
如
く
な
ら
」
ざ

る
関
係
に
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
に
は
、
「
各
信
用
組
合
カ
直
接
県
連
合
会

ヲ
親
組
合
ト
シ
テ
資
金
ノ
預
入
借
入
ヲ
ナ
シ
得
ル
ニ
拘
ラ
ス
郡
信
用
組
合



第 24表愛知県の販購連の事業
〈単位:円〉

事 業
設 解 大 l E 9 年 大正 11 年 大正 14 年

区 域
種類

立 散

自合員販売額|購買額|損益 z合霊|販売額|購買額|損益 所組合属数I販売額I購買額I損益年 年

愛 知 県 員専 大4103|大13 11 23，641 548 

知 多 郡 信販購 明 日召 6 511133，612 9ヲ，353 189 581 97， 108 73，748 1，034 631 69，858 21，440 1，337 

市渥美・(室郡・飯豊郡橋) 販 購 45 6 47 39，α)2 A3，344 481 87， 156 25，316 A825 51 75，297 33，385 1，268 

東春日井郡 販購 大 3 3 281 34，321 91，528企14，349 281 7，531 7，840 ム20，218 27 -IA38，805 

(碧西 海郡・
加茂郡)

販購 4 431341，227 170，187 ム9，515 54!116， 310，253，552 A3，151 66852，681 366，495 6， 152 

愛 知 郡・
名古屋市

購 B 4 17 65，932 ム2，756 A9，235 915 A7，347 

八 名 郡・ 購 B B II 24，776 103 11 12，151 14 一A4，434 
(西設楽郡)

丹 羽 郡 購 9大14 18 33，877 A427 17 28，540 AI，144 

海 部 郡 販購 9昭 8 16 695 26，637 A9，109 17i 17，375 AIO，657 16 ー 16，942A21，295 

幡 正正 郡 販 購 9 8 20 -1 3，604 56 21 16，499 A3，262 23;261，733 90，139 A18，870 

額田郡・岡崎市 阪購 9 B 19 221 91，837 85，617 1，361 251 85，582 84，586 420 

中 島 郡 阪 燐 18 17，178 205 20 -1 80，838 167 

d 西加茂郡 阪 購 l 大15 12 -1 39，209 758 
21031 i 650 A2，972 

宝 飯 郡 購 111 15 17 18，768 283 10，103 292 

注(1) 典拠は第23表と同じ.

(2) ( )内は後に拡張した区域を示す.

(3) 購速が販売兼営主なったものに，渥美郡連(大12)・東春郡連(大 9)・額田君F連(大11)・中島郡連(大lめがある.

(4) Aは赤字を示す.

キミ l 
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第 25表京都府の信連の事業

(単位円〉

設 解 大正 5 年 大正 12 年 昭和 5 年
区域 事業種類 立 散 z合塁|貸付額|貯金額!損益 ZJ|貸付額|貯金額|損益 富合室1貸付額|貯金額|損益

年 年

京 都府 信 大13昭19 26311，244，34ヲ14，751，141 28，736 
(205) (207) 

与 謝郡 信 明43大10 15 2，( α)() 23，( 932 175 
10) 

南桑田郡 信販購利 44昭 6 lヲ 40，667 109，487 1，020 191 113，608 206，360 2，075 191 84，536 306，882 l>18，302 
(35) (16) (17) (19) ( 9) (19) 

乙 IDII郡 信購 大 2 4 12 ← 11，983 53 161 15， ~∞ 288，395 2，706 
(ー〕 ( 9) ( 2) (16) 

船井郡 信販購 5 ヲ 17 -1 16，407 20 24 12，166 90，799 1，109 241 64，359 320，198 l>6，351 
(ー〕 (12) ( 4) (19) (11) (23) 

何 鹿郡 信販購 l己 10，270 34，505 516 15 7，500 78( ，024 333 
( 5) (25) ( 2) l邑〉

加佐郡 信購 17 5，α)() 8，243 1，235 
( 3) (17) 

天田郡 信販購 11昭 8 271 71，650 160，231 1，579 28 150( ，572 508，244 
(26) (27) (28) 3，010 

注(1) 典拠は第23表左同じ.

(2) 貸付額・貯金額は年度末残高， ( )内は貸付件数または貯金口数在示す.

(3) l>は赤字を示す.



第 26表岡山県の信連の事業
(単位:円〉

事業
設l解大正 9 年 大正 14 年 昭和 4 年

区 域 立散 一
種類

年 年 z合長|貸付額|貯金額|損益富合罰貸付額|貯金額|損益 ZJ|貸付額|貯金額|損益

岡 山 県 信 大 41昭 19 207 421，107 230( ，149 8，007 306 785，574 2，019，410 9，903 386 2，63(l5 ，191 5，643，398 28，08ヲ
(101) 82) (238) く285) 61) (295) 

JlI 上 郡 信販購 明43 5 1620，( 032 32，( 373 A3，999 1511y∞ 5l，( C66 167 15 4，5∞ 24，( 996 487 
17) 4) 15) 

苫 田 郡 信販購 大 1 2 17 6，( 3∞ 58 149 1913，( 390 6.322 474 
7) ( 3) 

吉 備 郡 信販購 2 10 27 44，235 5B，( 985 5，151 28 54，( 48l 109，375 1，α)2 28 52，339 19l，( BCB Al，606 
(22) (25) (22) 

上 道 郡 信販購 3 2 19 9.990 li( ，567 76 18 97 
8) 

浅 口 郡 信販購 4 10 2346，( 767 56，( 529 503 23 56，( 394 1 18( ，952 1，920 26 92，(αlO35 ) 33l，( 233Al，559 
18) 22) 

御 津 郡 信販購 6 b 241 23，949 73，( 882 企2，263 24 .0.1，999 24 A822 
( 5) 15) 

上房郡・川上 信販購 7大13 30 B，( 598 21，338 A4，628 
郡・阿哲郡 (10) 

注(1) 典拠は第23表と同じ.

(2) 信用兼営の期間が限定されるのは， 上道郡連(~大 12) ・浅口廊速(大 9 -)・御津郡連(大 8-12)・北備三郡連(上房郡

外 2郡，大 9~)である.

(3) 貸付額・貯金額は年度末残高， ( )内は貸付件数または貯金口数を示す.

(4) Aは赤字を示す.

;-; 111 
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第27表山口県の販購速の事業
(単位.円〉

事業
昭和 4 年

区 域
種類

立年 散年ー組合数I販売額I購貝同類 I損益所組合数属I販売額I購買額 I損益 z合塁|販売額|購買額|損益

山 口 県 販購 大12日召11 11 73，695 408 16 129，758 394 

玖)明・郡・島(熊郡毛〕
郡 ( 大

信販購 明43 5 38 5，∞4 45，050 .t>.347 38 48，831 2，136 32 431，423 158，618 2，153 

都 濃 郡 飯購 大 7大14 181 1，599 28，756 .t>.2， 568 24 65， 755 .t>.4，467 

熊 毛 郡 販購 8昭 2 24 11，724 117，337 .t>.1O， 304 24 23，423 171，755 企980

厚狭郡・宇部市 販購 8 2 171 5，510 88，αコl 168 18121，483 122，379 206 

豊浦郡・下関市 阪購 B 4 24 ← 108，676 .t>.7，540 29 -1 206，438 1，073 

大 津 郡 阪購 9大14 B 461 3 B 98j.t>.6，003 

美 弥 郡 阪購 91ff召6 B 23，078 441 10 72，655 510 121 387，605 136，033 ，，941 

大 島 郡 阪購 10大14 12 3，671 "245 

阿 武 郡 販購 10昭 3 11 -1 38，361 "6，413 

佐 波 郡 阪購利 II υ r 151 7，974 109，251 928 131 273，307 186，438 "4，625 

吉 敷 郡 販購 12大14 15 ー 20，6ヲ9 530 

吉敷郡外 4郡 販 15昭 5 2411，077 ，309 1，325 

豊浦郡外2郡l市 阪購 昭 3 5 5011，674，737 353，645 5，497 

注(1) 典拠は第23表と同じ

(2) 周東販購連(玖明郡外 2郡)については第 l図を参照のこと.

(3) 購速が販売兼営となったものに，豊浦郡連(大11)・大津郡連(大12)・美弥郡連(昭 3)・阿武郡連(大lのがある.

(4) "は赤字を示す.
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市君1; 郡郡部部郡郡郡郡都郡

第 l図山口県における販購速の変遷

注(1) W山口県農業団体史.!IC昭和27年)， 345， 504頁および『産業組合要覧』

より作成
(2) 破線は県購販連への加入，波線は県穀物販速の区域を示す.
(3) 周東購販連の斜線部分は信用事業兼営を示す.
(4) 厚狭郡には宇都市〔大正10年市制〕を含む.
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都君1; 割;郡都郡

山口県における信連の変遷

君1; 郡

第 2図

典拠は第 l図と同じ.

Oは支所の設置を示す.

玖珂郡信連の斜線部分は兼営時代を示す.

佐波郡信連の敬意農は他郡も区域としたことを示す.

君1;君日都

注 (1)

(2) 

(3) 
(4) 

市

九

連
合
会
ハ
法
規
ニ
ヨ
リ
之
カ
組
合
員
タ

ル
能
ハ
ス
資
金
運
転
上
支
障
少
カ
ラ
サ

ル
コ
ト
モ
亦
不
振
ノ
一
因
タ
ル
ヘ
ク
現

状
ヨ
リ
推
シ
テ
将
来
発
展
ノ
余
地
殆
ト

(

日

〉

無
之
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。
岡
県
で
も
産
業
組
合

(

ロ

)

拡
充
期
に
郡
連
の
解
散
が
推
進
さ
れ
た
。

山
口
県
に
移
ろ
う
。
同
県
で
は
大
正

三
年
の
県
下
産
業
組
合
大
会
に
お
い
て
、

郡
購
連
の
設
立
を
推
進
し
て
、
そ
の
「
各

都
設
置
の
上
は
連
合
会
を
統
一
す
る
為

(
臼
〉

県
連
合
会
を
設
け
」
る
こ
と
を
決
議
し

た
。
郡
購
販
連
の
推
移
は
第
幻
表
・
第

一
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
正
一

O

年
か
ら
県
連
設
立
の
準
備
が
始
ま
る
。

郡
連
未
設
置
の
佐
波
郡
・
吉
敷
郡
で
も

二
t
二
年
に
購
販
連
が
発
足
す
る
。

県
も
大
正
一

O
年
、
従
来
郡
が
支
給
し

て
い
た
連
合
会
助
成
金
を
県
費
支
出
と

(

H

)

 

し
、
か
つ
増
額
し
た
。
大
正
一
二
年
設

立
さ
れ
た
県
購
販
連
は
郡
連
の
集
合
体



九
七

第 28表区域別にみた連合会の損益状況
〈単位 z円〉

Ic品)I (ぷ)I必の|ぷ)Iぷ 0)

黒
合計額 21，779 172，740 748，585 1，385，660 1，790，092 

府 連合会数 23 38 56 77 82 

県
字

平均額 947 4，546 13，368 17，9ヲ6 21，830 

区
赤

合計額 199 208，121 315，956 185，366 1，145，971 

域 連合会数 2 6 5 18 9 
字

平均額 100 34，686 63，1ヲl 10，298 127，330 

15，526 57，058 181，873 81，962 102，282 

郡 速合会数 37 65 82 35 17 

数
字平均額 420 878 2，218 2，342 6，017 

郡
合計額 900 325，798 304，527 394， 122 61，704 

区 赤
域 連合会数 6 42 40 33 8 

字
平均額 150 7， 757 7，613 11，943 7，713 

黒
合計額 37，399 825 49，638 10，171 

府
県

連合会数 4 2 3 2 

以
字

平均額 9，350 413 16，546 5，086 
上
の

赤
合計額 17，255 17，828 8，450 

区
域 連合会数 2 

字
平均額 8，628 17，828 8，450 

黒
合計額 74，704 230，623 980，096 1，477，793 1，892，374 

総 連合会数 64 105 141 115 99 

寸{一 平均額 1，167 2，196 6，951 12，850 19，115 

赤
合計額 1，099 551，174 638，311 587，938 1，207，675 

計 連合会数 E 50 46 52 17 
字

平均 額 137 11，023 13，876 11，307 71，040 

注. ~産業組合要覧』より作成.



区域別にみた一連合会平均の業績
(単位:千円〉

l1915|lml  lm|1930 l 附
(大正 4)1(大正 9)I (大正14)1 (昭和 5)I (昭和10)

第 29表

所 府県区域 86 124 186 171 233 

属 郡・数郡区域 25 22 21 22 23 
組

府県以上 107 57 37 d口'-

数 メEL3 言十 ちl 53 76 107 188 

府県区 域 193 644 1，806 2，195 
貸

郡・数郡区域 17 22 46 62 63 付
残 府県以上 6 64 37 168 
寓

15 計 25 104 431 1，402 2，108 

府県区 域 27 246 2，8ヲ6 5，871 
貯

郡・数郡区域 13 66 149 232 55 金
残 府県以上 54 71 217 244 
高

15 言十 23 15コ 817 2，272 5，633 

阪|府県区域 27 1，566 1，193 1，042 3，251 

郡・数郡区域 48 134 530 402 851 
売

府県以上 2，062 1，772 3，367 1，641 
額

J口L 言十 495 521 942 740 2，600 

購
府県区 域 3 201 320 389 2，451 

郡・数郡区域 16 53 71 82 228 
買

府県以 上
額

合 言十 14 75 119 223 1，972 

九
八

i注.第28表と同資料より作成.

(
M
M
)
 

で
あ
っ
た
。
大
正
一
五
年
に
は
五
郡
を
区

域
と
す
る
県
穀
物
販
連
が
成
立
し
、
ま
た

昭
和
三
年
に
は
東
部
三
郡
に
周
東
購
販
連
、

日
本
海
側
一
市
三
郡
に
長
門
購
販
連
が
設

立
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ん
で
、
昭
和
五
年
に
郡
連
・
県
穀
物
販
連

は
解
散
し
、
県
購
販
連
に
一
本
化
す
る
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
信
連
は
第
二
図
の

よ
う
で
あ
る
が
、
大
正
一
三
年
に
五
つ
の

郡
購
販
連
に
支
所
を
設
置
し
て
い
る
。

最
後
に
愛
媛
県
で
あ
る
。
郡
勝
連
は
大

正
九
年
ま
で
に
五
つ
を
数
え
る
。
同
年
の

県
産
業
組
合
大
会
で
は
郡
連
関
の
連
絡
方

法
が
論
議
さ
れ
、
「
販
購
連
が
他
の
販
購

連
に
加
入
し
得
る
様
、
法
律
の
改
正
を
其

筋
に
建
議
す
る
事
を
全
国
大
会
に
提
出
す

ハ
時
)

る
事
」
な
ど
を
決
議
し
た
。
当
時
、
大
戦

後
の
反
動
恐
慌
に
よ
る
物
価
(
特
に
肥

料
)
の
暴
落
が
、
勝
連
に
欠
損
を
生
じ
さ

せ
て
い
た
。
こ
の
後
、
昭
和
四
年
の
温
泉

郡
・
伊
予
郡
の
両
購
連
合
併
問
題
を
契
機



に
県
購
販
連
か
設
立
さ
れ
る
と
、
郡
連
は
漸
次
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。

な
お
、
③
の
「
郡
連
散
在
型
」
は
、
府
県
連
と
郡
連
と
の
聞
に
直
接
的

関
連
が
見
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
第
ぉ
、

m
U

表
を
見
る
と
、
大
正
後
半
期
以
降
、
郡
速
は
赤
字
経

営
の
も
の
が
増
大
し
、
ま
た
事
業
量
で
も
府
県
連
と
の
格
差
が
開
い
て
い

る。
大
正
一
二
年
の
郡
制
廃
止
(
郡
役
所
は
同
一
五
年
ま
で
存
続
)
は
、
郡

連
の
有
力
な
支
柱
を
失
わ
せ
た
。
行
政
側
も
昭
和
期
に
は
郡
連
整
理
の
方

針
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一

O
回
産
業
組
合
主
任
官
協
議
会
(
昭
和
四
年
五
月
)
に
お
い
て
、

農
林
省
農
務
局
長
・
松
村
真
一
郎
は
、
「
小
規
模
区
域
ノ
連
合
会
整
理
ニ

関
ス
ル
件
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
示
を
与
え
て
い
る
。

(
前
略
)
一
郡
又
ハ
数
郡
区
域
ノ
連
合
会
ハ
現
時
ノ
経
済
状
態
ニ

於
テ
ハ
系
統
機
関
ト
シ
テ
小
規
模
ニ
失
ス
ル
ノ
憂
ア
リ
テ
:
:
:
其
ノ

大
部
分
ハ
事
業
不
振
又
ハ
成
績
不
良
ニ
シ
テ
:
:
:
往
々
ニ
シ
テ
道
府

県
区
域
ヲ
大
連
合
会
/
新
設
ヲ
妨
ゲ
、
或
ハ
其
ノ
活
動
ニ
支
障
ヲ
及

ボ
ス
ガ
如
キ
事
例
ア
リ
:
:
:
之
ガ
設
立
ノ
許
可
ヲ
厳
重
ニ
シ
既
設
ノ

モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
当
事
者
ノ
反
省
ヲ
促
シ
整
理
ニ
努
メ
シ
メ
ラ
レ
ム
コ

ハ
同
)

ト
ヲ
望
ム
。

さ
ら
に
、
産
業
組
合
中
央
会
が
昭
和
七
年
一

O
月
樹
立
し
た
「
産
業
組

合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
」
に
お
い
て
、
地
方
連
合
会
は
「
必
要
ア
ル
場
合
ニ

《
ノ
l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

ハ
区
域
ノ
整
理
統
合
エ
努
ム
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
、
特
に
「
販
売
組
合
連
合

会
ハ
特
殊
ノ
存
立
理
由
ア
ル
場
合
ヲ
除
キ
道
府
県
区
域
連
合
会
ニ
整
理
廃

(

悶

)

合
ス
ル
」
方
針
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
伝
、
郡
遣
は
そ
れ
自
身
の
経
営
的
・
機
能
的
限
界

(

初

〉

を
露
呈
し
、
行
政
的
支
校
を
失
っ
て
、
解
散
・
整
理
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

注
(

l

)

『
全
購
聯
十
五
年
史
』
(
同
会
発
行
、
昭
和
一
三
年
)
、
四
六

頁
参
照
。
よ
り
詳
し
〈
は
『
岡
山
県
産
業
組
合
史
』
(
産
業
組
合

中
央
会
岡
山
文
会
発
待
、
大
正
一
四
年
)
、
玉
七
頁
お
よ
び

『
岡
佳
吉
』
(
同
記
今
品
事
業
会
発
行
、
昭
和
三
七
年
。
ち
な
み

に
岡
は
当
時
の
香
川
県
信
購
連
会
長
)
、
八
四

t
八
五
頁
参
照
。

(

2

)

『
上
毛
産
業
組
合
史
』
(
産
業
組
合
中
央
会
群
馬
支
会
発
行
、

昭
和
四
年
)
、
七
五
頁
。

(

3

)

武
藤
喜
一
編
『
新
潟
県
産
業
組
合
史
』
(
産
業
組
合
中
央
会

新
潟
支
会
発
行
、
大
正
一
四
年
)
、
一

O
頁。

(

4

)

『
福
岡
県
信
連
五
十
年
史
』
(
福
岡
県
信
用
農
協
連
合
会
発

行
、
昭
和
四
四
年
)
、
四
五
頁
参
照
。

(

5

)

同
県
支
会
は
、
大
正
一
一
年
七
月
に
は
郡
連
事
業
不
振
へ
の

対
応
策
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
(
『
向
上
書
』
、
一
一
七

七
頁
参
照
。

(

6

)

『
福
岡
県
農
業
協
同
組
合
史
』
(
福
岡
県
農
協
中
央
会
発
行
、

昭
和
四
一
年
)
、
一
六
頁
よ
り
重
引
(
原
資
料
は
『
支
会
報
』

九
九



《ノ
l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

一
一
一
号
)
。

(

7

)

以
上
は
『
愛
知
県
経
済
連
五
十
年
史
』
(
愛
知
県
経
済
農
協

連
合
会
発
行
、
昭
和
五
五
年
Y

九
七
、
一
一
八
、
九

O
九
頁

に
よ
る
。

(

8

)

以
上
は
『
滋
賀
県
産
業
組
合
史
』
(
産
業
組
合
中
央
会
滋
賀

支
会
発
行
、
昭
和
一
七
年
)
、
五
四
九
、
五
五
六
頁
に
よ
る
。

(

9

)

京
都
信
連
『
五
周
年
記
念
帖
』
(
昭
和
四
年
)
、
一
一
員
参
照
。

(
旧
)
前
掲
『
岡
山
県
産
業
組
合
史
』
、
一
二
四
頁
。

(
日
)
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』

第
二
五
巻
(
大
蔵
省
印
刷
局
、
昭
和
三
六
年
)
、
一

O
八
三
一
員
(
原

典
は
日
銀
岡
山
支
庖
『
岡
山
県
ノ
信
用
組
合
同
昭
和
四
年
)

G

(
ロ
)
『
岡
山
県
農
業
団
体
良
』
、
(
岡
山
県
農
協
中
央
会
発
行
、

(
昭
和
三
四
年
Y

一
一
一
一
良
参
照
。

〈
同
)
『
山
口
県
農
業
団
体
臭
』
(
向
編
纂
会
発
行
、
昭
和
二
七
年
)
、

五
三
七
頁
。

(
凶
)
『
山
口
県
会
見
・
自
大
正
十
年
至
昭
和
五
年
』
(
山
口
県
議

会
発
行
、
昭
和
三
三
年
)
、
一
八
三
、
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

(
河
川
)
「
山
口
県
購
買
販
売
組
合
連
合
会
設
立
」
(
『
産
業
組
合
』
第

二
一

O
号
、
大
正
一
一
一
年
四
月
)
、
五
七
頁
参
照
。

(
凶
)
『
愛
媛
県
経
済
連
史
』
第
一
巻
(
愛
媛
県
経
済
農
協
連
合
会

発
行
、
昭
和
四
五
年
)
、
五
五
頁
よ
り
重
引
(
原
資
料
は
『
愛
媛

県
農
会
事
業
報
告
書
』
)
。
ち
な
み
に
、
郡
連
の
信
用
兼
営
も
論

議
さ
れ
た
が
、
決
議
は
保
留
さ
れ
た
。

一O
O

(
げ
)
『
愛
媛
県
信
連
三
十
年
史
』
(
同
信
用
農
協
連
合
会
発
行
、

昭
和
五
五
年
)
、
ニ
ニ
四
頁
参
照
。

(
氾
)
「
道
府
県
産
業
組
合
及
農
業
倉
庫
主
任
官
協
議
会
」
(
『
産
業

組
合
』
第
二
八
六
号
、
昭
和
四
年
八
月
)
、
三

O
四
頁
。

(
円
)
産
業
組
合
中
央
会
『
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
』
(
昭
和

七
年
一

O
月
)
、
四
二

t
四
三
頁
参
照
。

(
勾
)
郡
速
の
解
散
浬
由
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
日
本
産
業
組
合

見
』
、
一
一
-
一
頁
、
辻
誠
ほ
か
『
産
業
組
合
講
座
・
六
』
(
産
業

組
合
中
央
会
、
昭
和
四
年
Y

一
四

O
頁
、
東
浦
庄
治
『
日
本

産
業
組
合
史
』
(
高
陽
書
院
、
昭
和
一

O
年
)
、
一
八
七
頁
、
奥

谷
松
治
『
日
本
産
業
組
合
批
判
』
(
高
陽
書
院
、
昭
和
一
一
年
)
、

二
一
五
頁
、
沢
村
康
『
農
業
団
体
論
』
(
日
本
評
論
社
、
昭
和

一
一
年
〉
、
四
一
八
頁
な
ど
を
参
照
。

玉
、
'
小

主音

以
上
の
分
析
の
結
論
を
簡
単
に
ま
と
め
よ
う
。

ま
ず
成
立
期
に
は
、
信
連
H
府
県
区
域
、
販
・
購
・
利
連
H
郡
・
数
郡

区
域
と
い
う
設
立
方
針
が
立
て
ら
れ
た
。
初
期
の
連
合
会
の
運
営
は
官

庁
・
官
吏
に
依
存
し
て
行
な
わ
れ
る
。

府
県
信
連
は
最
も
速
く
普
及
し
、
政
策
金
融
に
お
け
る
勧
銀
・
農
銀

-
|
産
業
組
合
体
系
を
変
容
さ
せ
た
。

販
・
購
連
は
主
流
が
郡
連
で
、
西
日
本
が
先
行
し
た
。
郡
連
と
県
連
と



の
補
完
・
対
抗
関
係
は
、
連
合
会
の
連
合
会
設
立
(
加
入
)
の
法
認
に
お

い
て
明
確
に
な
っ
た
。
郡
連
が
笈
生
し
た
府
県
は
、
府
県
連
合
会
設
立
と

の
関
連
で
、
「
郡
連
消
滅
型
」
・
「
郡
連
並
立
型
」
に
分
類
で
き
る
。
前
者

の
府
県
連
設
立
は
、
郡
連
の
失
敗
を
教
訓
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
郡
連
の

限
界
を
そ
れ
ら
の
統
合
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
後
者
で
は
、
郡
連
が
府
県
連
の
地
方
分
肢
に
な
る
か
(
四

段
階
化
)
、
ま
た
は
府
県
連
の
競
争
者
と
し
て
存
続
し
た
。
昭
和
恐
慌
期

以
降
は
府
県
連
へ
の
統
合
が
進
み
、
全
国
連
|

l
府
県
連
1

i
単
位
組
合

と
い
う
三
段
階
制
が
確
立
す
る
。

本
稿
で
は
、
連
合
会
の
機
能
分
析
を
課
題
と
し
て
残
し
た
。
地
域
の
農

業
構
造
、
金
融
・
市
場
構
造
を
踏
ま
え
た
個
別
研
究
が
必
要
と
な
ろ
う
。

昭
和
期
に
問
題
と
な
る
、
府
県
信
連
の
廃
止
(
産
組
中
金
の
支
所
化
)
を

(
l
)
 

め
ぐ
る
論
議
や
、
府
県
信
連
の
兼
営
化
(
販
購
利
連
と
の
合
併
)
問
題
の

検
討
も
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

最
後
に
、
戦
後
の
系
統
農
協
三
段
階
制
の
前
史
と
し
て
、
産
業
組
合
系

(
2〉

統
化
過
程
を
取
り
上
げ
た
諸
研
究
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

産
業
組
合
連
合
会
の
区
域
が
「
不
揃
い
」
で
あ
っ
た
(
岡
野
昇
一
)
こ

と
は
、
す
で
に
繰
り
返
し
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
府
県
連
・
郡
連
そ

れ
ぞ
れ
の
展
開
と
、
そ
の
絡
み
合
い
に
本
稿
は
焦
点
を
当
て
た
。
「
個
々

の
組
合
の
連
合
会
に
対
す
る
独
立
性
・
自
主
性
」
が
明
確
で
あ
っ
た
(
岡

野
)
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
連
合
会
の
事
業
運
営
を
不
安
定
に
さ
せ
る

《
ノ

l
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

原
因
に
も
な
っ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

系
統
組
織
の
完
成
は
、
「
高
い
経
済
合
理
性
の
上
に
立
ち
、
産
業
組
合
全

体
の
統
一
さ
れ
た
意
思
の
も
と
に
慎
重
な
検
討
を
経
て
」
な
さ
れ
た
(
玉

城
昌
幸
)
と
い
う
の
に
は
、
一
定
の
留
保
、
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
連
合
会
の

発
展
は
地
域
差
が
著
し
く
、
各
県
・
各
郡
、
が
か
な
り
独
自
に
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
た
点
は
軽
視
で
き
な
い
。

本
論
で
強
調
し
た
よ
う
に
、
連
合
会
の
展
開
に
と
っ
て
行
政
と
の
関
わ

り
は
、
国
家
・
地
方
レ
ベ
ル
と
も
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
。
こ
の
点
は

「
よ
い
意
味
の
官
民
一
致
」
で
あ
っ
た
(
玉
城
)
と
評
価
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
単
位
組
合
に
お
け
る
行
政
と
の
関
わ
り
の
評
価
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

な
お
、
購
買
組
合
の
系
統
化
に
つ
い
て
、
「
き
わ
め
て
王
常
な
連
合
会

組
織
の
成
立
、
発
展
過
程
で
あ
り
、
単
位
組
合
の
機
能
を
補
完
す
る
連
合

会
の
設
立
過
程
」
で
あ
る
(
生
田
靖
)
と
す
る
の
は
、
地
方
連
合
会
の
発

展
を
基
礎
に
し
て
全
国
連
が
設
立
さ
れ
た
事
実
を
指
す
限
り
で
納
得
し
う

る
。
た
だ
し
、
昭
和
期
と
り
わ
け
産
業
組
合
拡
充
期
以
降
の
三
段
階
制

(
戦
後
農
協
も
含
め
て
)
を
「
顛
倒
」
化
(
生
田
)
、
「
硬
直
」
化
(
玉
城
)

あ
る
い
は
「
物
神
化
」
(
岡
野
)
と
否
定
的
に
と
ら
え
、
成
立
期
の
一
ニ
段

階
制
と
対
照
的
に
性
格
守
つ
け
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
明

治
・
大
正
期
と
昭
和
期
の
系
統
組
織
の
断
絶
面
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
か
。
こ
の
点
は
機
能
分
析
を
経
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
が
。

O 



《
ノ
!
ト
》

産
業
組
合
連
合
会
に
関
す
る
一
考
察

O 

総
じ
て
、
本
稿
で
は
産
業
組
合
連
合
会
に
関
連
す
る
基
礎
的
な
統
計
・

資
料
を
整
理
し
、
今
後
の
研
究
の
準
備
と
し
た
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

加
藤
俊
彦
編
『
日
本
金
融
論
の
史
的
研
究
』
(
東
大
出
版
会
、

昭
和
五
八
年
)
、
五
二
九
頁
(
伊
藤
足
直
稿
)
参
照
。

(

2

)

玉
城
昌
幸
『
農
協
五
つ
の
問
題
』
(
家
の
光
協
会
、
昭
和
四

二
年
)
、
一
九
頁
、
生
田
靖
『
日
本
農
業
と
協
同
組
合
』
(
ミ
ネ

ル
ヴ
ア
書
房
、
昭
和
四
三
年
Y

八
五
頁
、
岡
野
昇
一
・
井
上

周
八
『
協
同
組
合
論
・
批
判
と
考
察
』
(
文
真
堂
、
昭
和
五
一

年
)
、
二
四
三
頁
、
な
ど
を
参
照
。

〔
付
記
〕

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
松
田
昌
二
農
業
構
造
部
長
・
武
田
勉

金
融
研
究
室
長
は
じ
め
多
く
の
研
究
員
よ
り
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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